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Abstract:

Fujiwara no Atsumitsu （藤原敦光） was a famous scholar in the 12th century. He left 
behind two books, Sankyokanchusho （三教勘注抄） and Hizohoyakusho （秘蔵宝鑰鈔）. There 
are numerous Chinese notes that were quoted from Leishu （類書）. Leishu is a Chinese 
encyclopedia, for example, Chuxue-ji （初学記）, Meng-qiu （蒙求）, Xiuwendian-yulan （修文殿
御覧） and so on. These were the  special guides for Japanese scholars at the time.
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を
引
く
。『
晋
書
』
戴
淵
伝
の
引
用
は
『
蒙
求
』
注
か
ら
で
は
な
い
。
な
お
、
戴

淵
の
名
は
唐
の
高
祖
李
淵4

の
諱
で
あ
り
、
唐
修
『
晋
書
』
は
こ
れ
避
け
て
い
る
が
、

敦
光
は
旧
に
も
ど
し
て
い
る
。 

 （
48
）  『
宝
鑰
鈔
』
平
安
末
写
零
本
の
注
文
に
は
不
可
解
な
点
が
あ
る
。
同
本
に
は
「
晋

書
曰
、
―
―
字
子
隠
、
年
十
八
…
…
」
と
あ
る
（
太
田
「
第
二
編
」
一
五
四
・
一

五
五
頁
）。
こ
れ
は
、『
勘
注
抄
』
所
引
周
処
伝
と
相
違
し
、
か
つ
『
晋
書
』
周
処

伝
か
ら
は
引
け
な
い
文
字
を
ふ
く
む
。『
宝
鑰
鈔
』
の
当
該
条
は
、『
蒙
求
』
の
「
周

処
三
害
」
旧
注
の
文
章
に
、
い
く
ら
か
『
晋
書
』
周
処
伝
の
文
を
添
加
し
た
よ
う

な
文
章
で
、
直
接
の
典
拠
を
擬
定
し
が
た
い
。
戴
淵
伝
の
引
用
で
は
、『
勘
注
抄
』

と
『
宝
鑰
鈔
』
と
『
晋
書
』
本
伝
か
ら
の
直
引
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
周
処
伝

の
引
用
で
は
、『
勘
注
抄
』
が
原
典
か
ら
直
引
し
『
宝
鑰
鈔
』
が
そ
う
で
は
な
い

の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。
不
可
解
と
い
う
所
以
で
あ
る
。 

 （
49
）  

車
胤
の
故
事
は『
勘
注
抄
』巻
一
の
末
尾
ち
か
く
で
も
言
及
さ
れ
、
そ
こ
で
も『
晋

書
』
車
胤
伝
の
同
文
が
引
か
れ
る
（
太
田
「
第
十
二
編
」、
四
一
六
〜
四
一
七
頁
）。

こ
れ
も
原
典
が
典
拠
だ
ろ
う
。
さ
て
、『
蒙
求
』
に
は
旧
注
（
古
注
）
本
と
補
注

本
以
外
に
、
し
ば
し
ば
準
古
注
本
と
呼
ば
れ
る
一
群
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
。
補
注

本
が
成
っ
て
の
ち
旧
注
本
に
い
く
ら
か
の
補
注
を
取
り
入
れ
成
っ
た
本
で
あ
る

（
前
掲
、
早
川
光
三
郎
「
蒙
求
解
説
」
五
三
〜
五
四
頁
）。
そ
の
一
本
に
、
応
安
頃

刊
五
山
版
『
蒙
求
』
が
あ
る
。
日
本
最
古
の
刊
本
『
蒙
求
』
で
、
刊
行
は
応
安
七

年
（
一
三
七
四
）
と
さ
れ
る
。
応
安
本
は
、
上
述
し
た
第
一
九
四
句
「
車
胤
聚
蛍
」

で
は
『
晋
書
』
該
文
を
引
く
。
敦
光
が
応
安
本
の
祖
本
に
よ
れ
ば
、『
孫
氏
世
録
』

『
楚
国
先
賢
伝
』『
晋
書
』
を
ま
と
め
て
引
け
る
。
し
か
し
、
応
安
本
は
、
上
述
の

第
五
六
〇
句
「
周
舎
諤
諤
」
に
つ
い
て
、「
周
舎
鄂
鄂
」
に
作
り
、
注
の
末
尾
に
「
按

史
記
、
鄂
字
従
耳マ

マ

傍
、
旧
本
誤
作
言
傍
」と
し
る
す
か
ら
、
こ
こ
は
補
注
で
あ
る
。

『
勘
注
抄
』
は
第
五
六
〇
句
を
旧
注
に
よ
っ
て
い
る
か
ら
、
応
安
本
の
祖
本
依
拠

説
は
成
り
た
た
な
い
。 

 （
50
）  

小
論
の
論
旨
に
は
か
か
わ
ら
な
い
が
、
補
注
本
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
附
言
し
て

お
き
た
い
。
通
説
は
南
宋
の
淳
煕
十
六
年
（
一
一
八
九
）
説
で
あ
る
。
早
川
光
三

郎「
蒙
求
解
説
」（
前
掲
、
早
川『
蒙
求
』上
）六
一
頁
、
池
田
利
夫「
解
題
」（
前
掲
、

池
田
編
『
蒙
求
古
註
集
成
』
下
巻
）
五
五
三
頁
な
ど
参
照
。
通
説
は
根
拠
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
く
だ
ん
の
問
い
は
、
徐
子
光
の
序
文
末
尾
に
あ
る
「
時
己
酉
仲
冬

之
月
辛
卯
吉
日
」
の
紀
年
を
い
つ
に
擬
定
す
る
か
に
よ
っ
て
複
数
の
説
が
あ
り
う

る
。
仲
冬
は
十
一
月
だ
か
ら
、
十
一
月
に
辛
卯
の
日
が
あ
る
己
酉
の
年
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、『
三
正
総
覧
』
の
淳
煕
十
六
年
の
条
を
引
け
ば
、
十
一

月
の
朔
日
は
丁
巳
で
あ
り
そ
の
月
の
う
ち
に
辛
卯
の
日
は
な
い
（
辛
卯
は
十
二
月

四
日
に
な
る
）。
徐
序
の
己
酉
は
淳
煕
十
六
年
で
は
あ
り
え
な
い
。
こ
の
点
す
で

に
、
今
鷹
真
『
蒙
求
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
九
年
）
一
五
頁
が
注
意
し
て
お
り
、

上
記
の
条
件
に
合
う
年
と
し
て
、
北
宋
の
熙
寧
二
年
（
一
〇
六
九
）
と
南
宋
の
淳

祐
九
年
（
一
二
四
九
）
と
を
挙
げ
前
者
を
採
用
す
る
。
妥
当
な
見
解
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
今
鷹
真
同
書
三
七
七
頁
で
は
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、
淳
煕
十
六
年
説
に
も

と
づ
き
論
述
し
て
い
る
。 

 （
51
）  

栂
尾
の
高
山
寺
に
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
撰
述
さ
れ
た
と
推
さ
れ
る

佚
名
撰
の
類
書
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
書
を
分
析
し
た
近
藤
泰
弘
に
よ
れ
ば
、
同

書
は
『
初
学
記
』
と
『
白
氏
六
帖
事
類
集
』
と
に
取
材
し
成
っ
た
ら
し
い
。
近
藤

は
さ
ら
に
、
院
政
期
の
漢
詩
に
常
用
の
語
句
が
両
類
書
に
よ
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。
敦
光
に
共
通
す
る
選
択
と
と
も
に
当
時
、
両
類
書
が
人
気
の
書

で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
近
藤
「
類
書
の
利
用
の
一
形
態
―
―
高
山
寺
本

逸
名
類
書
を
中
心
に
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
六
四
巻
第
六
号
、
一
九
八
七
年
）、

同
「
高
山
寺
本
逸
名
類
書
（
解
題
と
翻
字
）」（『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
八
二
輯
、

一
九
八
九
年
）。 

【
附
記
】本研

究
は
、
科
研
費
「
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
一
般
）」（
課
題
番
号
：18K

00302

）
の
研

究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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居
易
研
究
講
座
第
二
巻
、
勉
誠
社
、
一
九
九
三
年
）。 

 （
37
）  

胡
志
昂
編
『
日
蔵
古
抄
李
嶠
詠
物
詩
注
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）

の
「
李
嶠
詠
物
詩
古
注
佚
文
輯
存
」
一
頁
。 

 （
38
）  
太
田
晶
二
郎
「「
四
部
ノ
読
書
」
考
」（『
太
田
晶
二
郎
著
作
集
』
第
一
冊
、
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
一
年
。
初
出
一
九
五
九
年
）。 

 （
39
）  

い
ま『
蒙
求
』の
無
注
附
注
の
重
要
諸
本
は
、
池
田
利
夫
編『
蒙
求
古
註
集
成
』（
全

四
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
八
年
）
に
蒐
集
影
印
さ
れ
て
い
る
。
小
論
も
そ
の
恩

恵
を
こ
う
む
っ
た
。 

 （
40
）  

幼
学
の
会
編
『
孝
子
伝
注
解
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）
五
七
〜
五
八
頁
に
、

当
説
話
の
引
用
書
一
覧
が
あ
る
。
郭
巨
説
話
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
母
利
司
朗

「
黄
金
の
釜
―
―
郭
巨
考
」（『
東
海
近
世
』
第
五
号
、
一
九
九
二
年
）、
中
島
和
歌

子
「
四
系
統
の
孝
子
伝
・
郭
巨
説
話
を
め
ぐ
っ
て
―
―
中
古
・
中
世
の
受
容
を
含

め
て
」（『
語
学
文
学
』〈
北
海
道
教
育
大
学
〉
第
三
九
号
、
二
〇
〇
一
年
）
参
照
。 

 （
41
）  

た
だ
『
勘
注
抄
』
の
注
文
に
は
混
乱
が
あ
る
。
こ
れ
で
は
穴
を
掘
っ
て
黄
金
の
釜

を
見
つ
け
る
の
が
郭
巨
で
は
な
く
そ
の
妻
に
な
っ
て
し
ま
う
。「
不
敢
違
、
巨
遂
」

を
書
き
飛
ば
し
た
た
め
で
、「
遂
」
字
の
位
置
も
お
か
し
い
。
敦
光
あ
る
い
は
転

写
者
の
誤
写
と
推
さ
れ
る
。
な
お
補
注
は
、
旧
注
末
尾
の
典
拠
を
冒
頭
に
移
し

「
旧
注
引
孝
子
伝
云
」
と
始
め
る
ほ
か
、
文
章
は
首
尾
全
同
。 

 （
42
）  

興
膳
宏
・
川
合
康
三
『
隋
書
経
籍
志
詳
考
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
五
年
）
五
六

六
〜
五
六
七
頁
。 

 （
43
）  『
琱
玉
集
』巻
十
二
に
も
ほ
ぼ
同
文
あ
り
。
柳
瀬
喜
代
志
・
矢
作
武『
琱
玉
集
注
釈
』

（
前
掲
）
八
〜
一
〇
頁
。『
勘
注
抄
』
の
出
典
と
し
て
相
互
に
長
短
が
あ
る
。
あ
る

い
は
、
本
条
は
『
蒙
求
』
で
は
な
く
『
琱
玉
集
』
か
ら
の
孫
引
き
か
も
し
れ
な
い
。 

 （
44
）  

補
注
の
文
章
は
、
早
川
光
三
郎
『
蒙
求
』
上
下
（
明
治
書
院
、
一
九
七
三
年
）
の

校
訂
本
文
に
よ
る
。
以
下
、
同
じ
。 

 （
45
）  『
孫
氏
世
録
』
は
す
で
に
散
佚
し
、
孫
康
の
故
事
を
つ
た
え
る
上
掲
文
が
ほ
ぼ
唯

一
の
佚
文
と
思
わ
れ
る
。
敦
光
の
引
用
は
直
引
で
は
あ
り
え
な
い
。
孫
引
き
も
と

と
な
っ
た
書
籍
の
候
補
は
限
ら
れ
る
。
孫
康
の
故
事
は
有
名
だ
が
、
そ
の
典
拠
と

し
て
唐
宋
の
古
類
書
が
引
く
の
は
、『
孫
氏
世
録
』
で
は
な
く
『
宋
斉
語
（
録
）』

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
太
平
御
覧
』巻
十
二
、
天
部
、
雪
・『
初
学
記
』巻
二
、
天
。

『
藝
文
類
聚
』
巻
二
、
天
、
雪
は
典
拠
を
い
わ
ず
孫
康
の
故
事
を
述
べ
る
。
佚
書

か
ら
引
い
た
可
能
性
は
消
え
な
い
が
、
現
存
文
献
で
は
『
蒙
求
』
注
と
『
文
選
』

注
と
が
、
孫
引
き
も
と
と
し
て
適
性
を
そ
な
え
る
。『
文
選
』巻
三
十
八
、
任
昉「
為

蕭
楊
州
作
薦
士
表
」に「
集
蛍
映
雪
」の
一
節
が
あ
っ
て
、
李
善
注
が『
孫
氏
世
録
』

の
ほ
ぼ
同
文
を
引
く
。
敦
光
は
こ
れ
に
よ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、「
集

蛍
」
つ
ま
り
車
胤
の
故
事
に
つ
い
て
、
李
善
は
『
続
晋
陽
秋
』
か
ら
ほ
ぼ
同
文
を

引
く
。
李
善
注
に
よ
っ
た
と
す
れ
ば
、
敦
光
は
『
続
晋
陽
秋
』
を
排
し
、
あ
ら
た

め
て
『
晋
書
』
か
ら
引
用
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
晋
の
張
方
賢
『
楚
国
先
賢

伝
』
も
す
で
に
散
佚
し
て
い
る
。
該
条
は
『
蒙
求
』
注
か
ら
の
孫
引
き
と
考
え
る

の
が
自
然
で
あ
る
。
な
お
『
太
平
御
覧
』
巻
三
百
六
十
三
、
人
事
部
、
頭
上
に
ほ

ぼ
同
文
を
収
め
る
が
、
そ
の
典
拠
は
「
漢
書
」
と
な
っ
て
い
る
。『
漢
書
』
に
同

文
は
な
く
誤
り
だ
が
、
空
海
序
の
注
と
し
て
引
く
に
は
問
題
な
い
。『
太
平
御
覧
』

巻
六
百
十
一
、
学
部
、
勤
学
に
も
『
楚
国
先
賢
伝
』
を
典
拠
に
お
な
じ
話
柄
を
の

せ
る
が
、
肝
腎
の
「
縄
」
字
が
な
い
。
こ
れ
ら
は
後
述
す
る
よ
う
に
『
修
文
殿
御

覧
』
か
ら
の
流
用
だ
が
、
敦
光
は
『
修
文
殿
御
覧
』
で
は
な
く
『
蒙
求
』
か
ら
引

い
た
の
だ
。
孫
康
・
車
胤
・
孫
敬
の
該
話
を
、
成
安
『
三
教
指
帰
注
集
』
は
『
琱

玉
集
』
か
ら
引
い
て
い
る
。
佐
藤
義
寛
『
三
教
指
帰
注
集
の
研
究
』（
前
掲
）
一

三
〜
一
四
頁
。 

 （
46
）  

先
行
研
究
は
、
永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
に
菅
原
章
長
が
補
注
本
で
講
義
し
た
こ

と
を
伝
え
る
『
実
隆
公
記
』
の
記
事
を
舶
載
の
最
早
の
徴
証
と
し
、
漠
然
と
鎌
倉

時
代
あ
る
い
は
南
北
朝
時
代
の
初
伝
を
想
定
し
、
こ
れ
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。

通
説
の
根
拠
は
、
一
つ
は
鎌
倉
（
あ
る
い
は
南
北
朝
）
以
前
に
補
注
本
参
照
の
徴

証
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
、
二
つ
に
見
つ
か
る
の
が
旧
注
参
照
の
徴
証
ば
か
り

（
多
く
は
な
い
が
）
と
い
う
こ
と
に
つ
き
る
。
後
者
の
例
と
し
て
よ
く
持
ち
出
さ

れ
る
の
は
、
鎌
倉
初
期
の
源
光
行
『
蒙
求
和
歌
』（
一
二
〇
四
年
成
）
が
旧
注
本

に
依
拠
し
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
早
川
光
三
郎
『
蒙
求
』
下
（
前
掲
）
六
三
〜
六

四
頁
、
今
鷹
真
『
蒙
求
』（
前
掲
）
三
七
七
頁
参
照
。
な
お
、『
蒙
求
和
歌
』
の
よ
っ

た
『
蒙
求
』
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、
比
較
的
近
年
の
成
果
と
し
て
、
章
剣
「『
蒙

求
和
歌
』
と
敦
煌
文
書
―
―
敦
煌
研
究
院
蔵
九
五
号
本
『
李
翰
自
注
蒙
求
』
を
中

心
に
」（『
中
国
学
研
究
論
集
』
第
二
〇
号
、
二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
。
同
論
文
の

結
論
も
む
ろ
ん
旧
注
本
依
拠
説
で
あ
る
。 

 （
47
）  『
蒙
求
』
第
五
〇
八
句
の
「
戴
淵
峰
穎
」
に
、
旧
注
・
補
注
と
も
『
世
説
新
語
』
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書
…
…
」
の
主
語
で
あ
る
「
蘇
秦
」
の
語
は
な
く
、
こ
れ
は
意
を
も
っ
て
加
え
ら

れ
て
い
る
。
敦
光
が
加
え
た
の
か
、『
修
文
殿
御
覧
』
利
用
の
反
映
な
の
か
不
明
。 

 （
22
）  『
翰
苑
』に
つ
い
て
は
、
竹
内
理
三
校
訂『
翰
苑
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
七
年
）、

湯
浅
幸
孫
『
翰
苑
校
釈
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
）
の
各
解
説
参
照
。 

 （
23
）  『
琱
玉
集
』
に
つ
い
て
は
、
柳
瀬
喜
代
志
・
矢
作
武
『
琱
玉
集
注
釈
』（
汲
古
書
院
、

一
九
八
五
年
）
に
附
さ
れ
た
「
解
説
」
が
く
わ
し
い
。
同
解
説
は
「
琱
玉
集
書
誌
」

と
改
題
し
、
柳
瀬
喜
代
志
『
日
中
古
典
文
学
論
考
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
九
年
）

に
再
録
。 

 （
24
）  

釈
成
安
『
三
教
指
帰
注
集
』
に
お
け
る
『
琱
玉
集
』
利
用
に
つ
い
て
は
、
河
野
貴

美
子
「
古
代
日
本
仏
家
注
釈
書
所
引
的
《
史
記
》
初
探
―
―
以
成
安
撰
《
三
教
指

帰
注
集
》
為
中
心
」（
前
掲
）
九
六
頁
に
言
及
が
あ
る
。
こ
の
部
分
も
『
琱
玉
集
』

を
引
く
が『
勘
注
抄
』と
全
同
で
あ
る
。
佐
藤
義
寛『
三
教
指
帰
注
集
の
研
究
』（
前

掲
）
五
二
頁
。 

 （
25
）  

栃
木
武
「
和
漢
朗
詠
集
私
注
引
用
漢
籍
考
」（『
成
城
国
文
学
論
集
』
第
一
四
輯
、

一
九
八
二
年
）
一
二
五
〜
一
二
七
頁
。 

 （
26
）  

覚
明『
三
教
指
帰
注
』に
も『
琱
玉
集
』同
条
は
引
か
れ
る
が
、
こ
れ
は『
勘
注
抄
』

か
ら
の
転
引
だ
か
ら
比
較
す
る
意
味
は
あ
ま
り
な
い
。『
琱
玉
集
』
の
該
当
条
に

つ
い
て
は
、
柳
瀬
喜
代
志
・
矢
作
武『
琱
玉
集
注
釈
』（
前
掲
）一
一
六
〜
一
一
七
・

二
六
〇
〜
二
六
一
頁
参
照
。
大
江
匡
房
『
江
談
抄
』
が
伯
夷
叔
斉
説
話
を
取
り
あ

げ
る
な
か
、
白
鹿
の
話
柄
が
出
て
く
る
。
匡
房
は
真
福
寺
本
系
統
の
『
琱
玉
集
』

を
読
ん
だ
よ
う
だ
。
川
口
久
雄「
大
江
匡
房
に
お
け
る
世
界
認
識
―
―『
江
談
』「
首

陽
の
二
子
の
事
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
国
書
逸
文
研
究
』
第
一
二
号
、
一
九
八
三
年
）

参
照
。 

 （
27
）  

伯
夷
と
叔
斉
の
話
柄
は
、
た
と
え
ば
『
勘
注
抄
』
巻
二
（
太
田
「
第
十
二
編
」
四

五
四
頁
）に
も
引
か
れ
る
が
、
こ
ち
ら
は『
史
記
』伯
夷
伝
を
引
く
。『
三
教
指
帰
』

の
「
伯
夷
」
へ
の
施
注
で
あ
り
、
こ
こ
は
伯
夷
伝
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
。
大
曾
根
章

介
に
よ
れ
ば
、
敦
光
の
勘
申
に
見
え
る
漢
籍
の
引
用
は
、
ほ
と
ん
ど『
群
書
治
要
』

か
ら
の
孫
引
き
と
い
う
。
大
曾
根
「
漢
文
学
の
変
貌
」（『
日
本
漢
文
学
論
集
』
第

一
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
。
初
出
一
九
八
四
年
）一
八
三
頁
。『
群
書
治
要
』

で
は
巻
十
一
・
十
二
が
『
史
記
』
の
巻
で
あ
る
が
伯
夷
伝
を
ふ
く
ま
な
い
。
敦
光

の
引
文
は
伯
夷
伝
に
く
ら
べ
る
と
中
間
に
節
略
が
あ
る
け
れ
ど
、
こ
ち
ら
は
『
史

記
』
原
典
か
ら
の
引
用
と
解
し
て
お
く
。 

 （
28
）  

成
安
『
三
教
指
帰
注
集
』
は
張
芝
の
故
事
の
み
『
琱
玉
集
』
を
引
く
が
、
鍾
繇
に

つ
い
て
は
「
筆
勢
集
」
な
る
書
を
引
い
て
い
る
。
佐
藤
義
寛
『
三
教
指
帰
注
集
の

研
究
』（
前
掲
）
七
五
頁
。
鍾
繇
の
故
事
だ
け
『
琱
玉
集
』
を
引
か
な
い
理
由
は

分
か
ら
な
い
。 

 （
29
）  「
伯
英
草
聖
」
に
つ
い
て
、
補
注
は
范
書
と
『
晋
書
』
衛
恒
伝
と
を
つ
な
げ
長
文

を
つ
く
る
。
旧
注
本
は
残
巻
し
か
伝
存
せ
ず
「
伯
英
草
聖
」
の
条
も
失
わ
れ
旧
注

の
姿
は
直
接
に
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
、
後
掲
の
応
安
頃
刊
五
山
版
に
見
え
る
、

范
書
と
李
賢
注
と
を
適
宜
抜
き
出
し
た
注
文
は
、
お
そ
ら
く
旧
注
と
推
さ
れ
る
。

補
注
と
ま
っ
た
く
違
う
か
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
で
敦
光
は『
蒙
求
』

注
を
利
用
し
て
い
な
い
。 

 （
30
）  

孫
猛
『
日
本
国
見
在
書
目
録
詳
考
』
中
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
一

一
七
三
〜
一
一
七
七
頁
。 

 （
31
）  

金
の
大
定
二
年
（
一
一
八
九
）
自
序
。
こ
の
大
定
二
年
本
は
散
佚
。
嘉
業
堂
叢
書

本
が
『
続
修
四
庫
全
書
』
第
一
二
一
九
冊
（
子
部
類
書
類
）
に
影
印
さ
れ
、
わ
た

し
は
こ
れ
に
よ
っ
た
。
山
崎
誠「「
類
林
」追
考
―
―
中
世
史
漢
物
語
の
源
流
」（『
中

世
学
問
史
の
基
底
と
展
開
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
三
年
。
初
出
一
九
九
一
年
）
二

九
一
頁
に
よ
れ
ば
、
静
嘉
堂
文
庫
に
陸
心
源
旧
蔵
の
影
金
鈔
本
が
あ
る
と
い
う
が

未
見
。
嘉
業
堂
叢
書
本
に
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
缺
落
し
た
篇
が
あ
っ
て
、
あ
る
い
は

缺
け
た
巻
二
「
志
節
篇
第
八
」
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 （
32
）  

平
安
末
写
零
本
に
は
「
祈
雨
」
の
二
字
が
な
い
。
河
野
貴
美
子
「
平
安
期
に
お
け

る
中
国
古
典
籍
の
摂
取
と
利
用
―
―
空
海
撰
『
秘
蔵
宝
鑰
』
お
よ
び
藤
原
敦
光
撰

『
秘
蔵
宝
鑰
鈔
』を
例
に
」（
前
掲
）に
よ
れ
ば
、『
宝
鑰
鈔
』の
音
義
注
は『
勘
注
抄
』

の
そ
れ
と
同
傾
向
の
よ
し
（
二
一
八
頁
）。 

 （
33
）  

孫
猛
『
日
本
国
見
在
書
目
録
詳
考
』
中
（
前
掲
）
一
一
五
五
〜
一
一
五
七
頁
。 

 （
34
）  

平
安
末
写
零
本
は
両
条
を
ふ
く
む
一
紙
が
脱
落
し
て
い
る
。
太
田
「
第
二
編
」
六

〇
頁
上
段
参
照
。 

 （
35
）  

た
と
え
ば
、
李
増
傑
・
王
甫『
兼
名
苑
輯
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
一
年
）は
、『
宝

鑰
鈔
』
を
佚
文
採
録
の
資
料
に
し
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
他
書
よ
り
一
二
頁
「
慈

石
」・
一
九
頁
「
水
玉
」
と
し
て
両
条
を
収
載
す
る
。 

 （
36
）  

山
崎
誠
「
白
氏
六
帖
考
」（
太
田
次
男
ほ
か
編
『
白
居
易
の
文
学
と
人
生
Ⅱ
』
白
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 （
12
）  『
袁
子
正
書
』
原
典
に
は
「
辛
酉
」
と
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。「
辛
酉
」
は
転
写
の

さ
い
「
申
酉
」
に
誤
写
さ
れ
や
す
か
っ
た
よ
う
だ
。『
太
平
御
覧
』
巻
十
七
、
時

序
部
、
歳
お
よ
び
同
巻
八
百
六
十
一
、
飲
食
部
、
漿
に
収
載
さ
れ
た『
袁
子
正
書
』

同
条
が
、
と
も
に「
申
酉
」に
誤
っ
て
い
る
こ
と
は
そ
の
例
証
で
あ
る
。『
勘
注
抄
』

の
本
条
の
ば
あ
い
は
、
敦
光
の
依
拠
し
た
書
の
誤
写
、
敦
光
自
身
の
誤
写
、『
勘

注
抄
』
転
写
時
の
誤
写
が
想
定
で
き
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
小
論
の
論
旨
に
影

響
し
な
い
。
い
ち
お
う
敦
光
の
手
に
し
た
漢
籍
が
す
で
に
誤
っ
て
い
た
と
考
え
て

お
く
。 

 （
13
）  

小
島
小
五
郎
「「
御
覧
」
考
」（『
公
家
文
化
の
研
究
』
育
芳
社
、
一
九
四
二
年
）。 

 （
14
）  『
太
平
御
覧
』
に
収
斂
す
る
古
類
書
の
継
承
関
係
に
つ
い
て
は
、
森
鹿
三
と
勝
村

哲
也
と
の
一
連
の
研
究
に
よ
り
、
大
局
が
判
明
し
て
い
る
。
森
「
修
文
殿
御
覧
に

つ
い
て
」（『
本
草
学
研
究
』（
財
）武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
、
一
九
九
九
年
、

初
出
一
九
六
四
年
）、
勝
村
「
修
文
殿
御
覧
巻
三
百
一
香
部
の
復
元
―
―
森
鹿
三

氏
「
修
文
殿
御
覧
に
つ
い
て
」
を
手
掛
り
と
し
て
」（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
第

三
八
号
、
一
九
七
三
年
）、
同
「『
修
文
殿
御
覧
』
新
考
」（『
鷹
陵
史
学
』
第
三
・

四
号
、
一
九
七
七
年
）、
同
「
修
文
殿
御
覧
天
部
の
復
元
」（
山
田
慶
兒
編
『
中
国

の
科
学
と
科
学
者
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
七
八
年
）、
同
「
藝
文

類
聚
の
条
文
構
成
と
六
朝
目
録
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
」（『
東
方
学
報
』〈
京
都
〉

第
六
二
冊
、
一
九
九
〇
年
）。
ま
た
『
修
文
殿
御
覧
』
と
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
、

付
晨
晨
に
よ
る
一
連
の
論
文
が
あ
る
。
付
「『
修
文
殿
御
覧
』
編
纂
再
考
―
―
南

朝
類
書
の
北
伝
と
北
朝
類
書
の
誕
生
」（『
東
方
学
』
第
一
四
〇
輯
、
二
〇
二
〇
年
）

な
ど
。 

 （
15
）  『
修
文
殿
御
覧
』
が
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
日
本
の
資
料
に
比
較
的
多

く
の
こ
る
同
書
の
佚
文
か
ら
も
推
知
さ
れ
る
。
同
書
の
佚
文
を
蒐
集
し
た
も
の
と

し
て
、
上
掲
の
森
鹿
三
と
勝
村
哲
也
と
の
論
考
の
ほ
か
以
下
の
も
の
を
あ
げ
て
お

く
。
嵐
義
人
「〈
新
補
〉
修
文
殿
御
覧
」（『
国
書
逸
文
研
究
』
第
三
号
、
一
九
七

九
年
）、
小
沢
賢
二
「
修
文
殿
御
覧　

拾
遺
補
」（『
国
書
逸
文
研
究
』
第
一
四
号
、

一
九
八
四
年
）、
田
中
幹
子
「『
和
歌
童
蒙
抄
』
所
収
の
「
御
覧
」
に
つ
い
て
」（『
史

料
と
研
究
』
第
一
八
号
、
一
九
八
八
年
）、
同
「『
修
文
殿
御
覧
』
佚
文
に
つ
い
て
」

（『
甲
南
国
文
』
三
八
、
一
九
九
一
年
）、
粕
谷
嘉
弘
「『
九
暦
』
に
お
け
る
「
御
覧
」」

（『
神
女
大
国
文
』
第
三
号
、
一
九
九
二
年
）、
高
田
宗
平
「
年
号
勘
文
か
ら
見
た

日
本
中
世
に
お
け
る
類
書
利
用
―
―
『
修
文
殿
御
覧
』
を
め
ぐ
っ
て
」（
水
上
雅

晴
編『
年
号
と
東
ア
ジ
ア
―
―
改
元
の
思
想
と
文
化
』八
木
書
店
、
二
〇
一
九
年
）。 

 （
16
）  『
修
文
殿
御
覧
』
の
旧
姿
を
復
元
す
る
に
は
『
太
平
御
覧
』
を
主
史
料
に
す
る
ほ

か
な
い
。
問
題
は
、
敦
光
の
手
に
し
た
『
修
文
殿
御
覧
』
鈔
本
と
、『
太
平
御
覧
』

編
者
が
藍
本
に
し
た
『
修
文
殿
御
覧
』
鈔
本
と
、
両
者
の
収
載
文
の
字
面
に
小
異

が
あ
っ
た
可
能
性
で
あ
る
。『
修
文
殿
御
覧
』
は
鈔
本
時
代
の
産
物
で
あ
っ
て
、

転
写
の
た
び
に
異
文
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
ま
し
て
『
修
文
殿
御

覧
』
は
三
百
六
十
巻
の
大
部
な
書
で
あ
っ
た
。
お
な
じ
『
修
文
殿
御
覧
』
で
も
鈔

本
ご
と
に
異
文
が
あ
る
可
能
性
は
小
さ
く
な
い
。
い
ま
『
太
平
御
覧
』
を
閲
読
す

る
ば
あ
い
、
日
本
の
東
福
寺
に
伝
わ
る
蜀
本
に
い
く
ら
か
補
配
し
た
中
華
書
局
影

印
本
に
つ
く
の
が
最
善
で
あ
る
。
小
論
も
中
華
書
局
影
印
本
と
『
勘
注
抄
』
と
を

比
較
し
て
一
致
の
有
無
を
確
認
し
て
い
る
が
、
わ
ず
か
な
相
違
に
目
を
奪
わ
れ
て

結
論
を
誤
る
こ
と
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 （
17
）  

何
清
谷
『
三
輔
黄
図
校
釈
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年
）
は
「
補
遺
」
に
該
文

を
お
さ
め
る
（
四
〇
六
・
四
〇
八
頁
）。 

 （
18
）  

こ
の
『
太
平
御
覧
』
と
同
文
は
、『
藝
文
類
聚
』
巻
八
十
八
、
木
部
、
槐
に
も
あ
り
。

『
太
平
御
覧
』
に
は
、
ほ
か
に
巻
五
百
三
十
四
、
礼
儀
部
、
学
校
・
巻
八
百
二
十

七
、
資
産
部
、
市
・
巻
八
百
二
十
八
、
資
産
部
、
売
買
の
都
合
三
条
に
も
同
一
条

が
あ
る
が
、『
勘
注
抄
』
と
一
致
し
な
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
し
、
何
よ
り
こ

の
類
目
で
は
見
つ
け
に
く
い
。
ま
た
『
文
選
』
巻
五
十
六
の
陸
倕
「
石
闕
銘
」
へ

の
李
善
注
が
『
三
輔
黄
図
』
の
該
文
を
引
く
が
『
勘
注
抄
』
の
文
章
と
は
一
致
し

な
い
。
成
安
『
三
教
指
帰
注
集
』
は
こ
の
李
注
を
引
い
て
い
る
。
佐
藤
義
寛
『
三

教
指
帰
注
集
の
研
究
』（
前
掲
）
一
三
頁
。 

 （
19
）  『
太
平
御
覧
』
巻
七
百
六
十
四
、
器
物
部
、
錐
に
も
『
戦
国
策
』
同
条
を
引
載
す

る
が
、
節
略
の
ほ
ど
が
『
勘
注
抄
』
と
一
致
し
な
い
。 

 （
20
）  

拙
稿
「
古
代
日
本
に
お
け
る
『
史
記
』
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
」（『
古
代
文
化
』
第

六
一
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
九
年
）。 

 （
21
）  

空
海
序
の
注
と
し
て
は
『
戦
国
策
』
を
引
け
ば
足
る
と
思
う
の
だ
が
、『
史
記
』

蘇
秦
伝
を
も
引
い
た
の
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
蘇
秦
伝
の
正
文
に
は
錐
で
股
を
刺
す
話

は
出
て
こ
な
い
。
蘇
秦
の
故
事
を
知
っ
て
い
る
敦
光
が
最
初
に
蘇
秦
伝
を
ひ
も
と

い
た
痕
迹
な
の
か
。
ま
た
『
戦
国
策
』
原
典
、「
集
解
」
所
引
『
戦
国
策
』
に
「
読
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教
指
帰
』
巻
下
＝
『
勘
注
抄
』
巻
四
・
五
・
六
。『
三
教
指
帰
』
は
巻
下
が
最
も

分
量
が
多
く
、
巻
中
が
最
も
少
な
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
分
巻
に
な
っ
た
と
推
さ

れ
る
。 

 （
3
）  
続
真
言
宗
全
書
刊
行
会
校
訂
『
真
言
宗
全
書
』
第
十
一
巻
（
続
真
言
宗
全
書
刊
行

会
、
一
九
七
七
年
）
に
翻
刻
を
お
さ
め
る
。
底
本
は
高
野
山
明
王
院
蔵
延
享
五
年

（
一
七
四
八
）
鈔
本
。
ほ
か
に
巻
上
の
一
部
（
全
書
本
の
四
頁
下
段
末
二
行
か
ら

一
三
頁
下
段
第
十
行
ま
で
）
を
写
し
た
平
安
末
鈔
零
本
が
現
存
す
る
。
太
田
次
男

「
第
二
編　

秘
蔵
宝
鑰
鈔
平
安
末
写
零
本
に
つ
い
て
」（
前
掲
『
空
海
及
び
白
楽
天

の
著
作
に
係
わ
る
注
釈
書
類
の
調
査
研
究
』
上
）
が
影
印
翻
刻
し
て
い
る
。
太
田

論
文
の
掲
出
法
は
上
に
お
な
じ
。 

 （
4
）  

敦
光
が
文
章
得
業
生
に
な
っ
た
の
は
寛
治
四
年
（
一
〇
九
〇
）
十
二
月
の
こ
と
。

大
曾
根
章
介
「
院
政
期
の
一
鴻
儒
―
―
藤
原
敦
光
の
生
涯
」（『
日
本
漢
文
学
論
集
』

第
二
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
。
初
出
一
九
七
七
年
）
四
一
七
頁
。
敦
光
の

伝
記
に
つ
い
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
大
曾
根
論
文
に
依
拠
し
て
い
る
。 

 （
5
）  

佐
藤
義
寛
『
三
教
指
帰
注
集
の
研
究
』（
大
谷
大
学
、
一
九
九
二
年
）
二
六
〇
〜

二
六
三
頁
、
太
田
次
男
「
第
十
一
編
」
一
七
四
〜
一
七
八
頁
。 

 （
6
）  

太
田
次
男
「
第
十
一
編
」
一
七
八
〜
一
八
二
頁
。 

 （
7
）  『
修
文
殿
御
覧
』
時
序
部
、
臘
を
保
存
す
る
は
ず
の
『
太
平
御
覧
』
巻
三
十
三
、

時
序
部
、
臘
に
も
、
こ
れ
ら
五
書
の
文
章
が
そ
な
わ
る
。
し
か
し
「
初
学
記

曰
…
…
」
は
『
初
学
記
』
か
ら
し
か
引
け
な
い
。
な
お
、
成
安
『
三
教
指
帰
注

集
』
は
「
臘
月
」
に
注
し
て
、『
修
文
殿
御
覧
』
時
序
部
、
臘
か
ら
『
史
記
』
を

孫
引
き
し
て
い
る
。
河
野
貴
美
子
「
古
代
日
本
仏
家
注
釈
書
所
引
的
《
史
記
》
初

探
―
―
以
成
安
撰
《
三
教
指
帰
注
集
》
為
中
心
」（
安
平
秋
・
張
玉
春
主
編
『
古

文
献
与
嶺
南
文
化
研
究
』
華
文
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
九
七
頁
。 

 （
8
）  

霊
友
館
本
で
は
、「
案
」
字
を
け
ず
っ
て
「
博
物
志
云
」
と
書
き
替
え
ら
れ
て
い

る
。
太
田
「
第
一
編
」
一
一
頁
。
ほ
か
の
古
類
書
に
つ
い
て
も
見
て
お
こ
う
。『
修

文
殿
御
覧
』
の
流
用
し
て
い
る
は
ず
の
『
太
平
御
覧
』
巻
六
百
五
、
文
部
、
筆
は

以
下
の
と
お
り
。

説
文
曰
、
楚
謂
之
聿
、
呉
謂
之
不
律
、
燕
謂
之
弗
、
秦
謂
之
筆
。

釈
名
曰
、
筆
述
也
、
述
而
書4

之
。

博
物
志
曰
、
蒙
恬
造
筆
。

引
用
書
は
お
な
じ
な
の
だ
が
、『
釈
名
』
の
文
章
が
異
な
る
う
え
、
何
よ
り
「
案
」

字
の
缺
落
は
出
典
に
擬
す
る
に
は
致
命
的
で
あ
る
。『
藝
文
類
聚
』
巻
五
十
八
、

雑
文
部
、
筆
は
『
説
文
』
を
缺
き
三
書
を
ま
と
め
て
引
け
な
い
の
で
出
典
と
し
て

は
適
性
が
な
い
。
そ
も
そ
も
『
勘
注
抄
』
の
『
藝
文
類
聚
』
利
用
の
徴
証
を
、
わ

た
し
は
ま
だ
見
出
し
て
い
な
い
。 

 （
9
）  

丁
蘭
説
話
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
徳
田
和
夫
「「
火
桶
の
草
紙
」
の
構
造
と
方
法
」

（『
お
伽
草
紙
』
三
弥
井
書
店
、
一
九
八
八
年
。
初
出
一
九
八
二
年
）、
梁
音
「
丁

蘭
考
―
―
孝
子
伝
か
ら
二
十
四
孝
へ
」（『
和
漢
比
較
文
学
』
第
二
七
号
、
二
〇

〇
一
年
）
参
照
。
後
段
（『
蒙
求
』
注
の
利
用
）
で
取
り
上
げ
る
郭
巨
説
話
な
ど

日
本
の
孝
子
伝
の
受
容
に
つ
い
て
、
小
島
憲
之
「
上
代
官
人
の
「
あ
や
」
そ
の
一

―
―
外
来
説
話
類
を
中
心
と
し
て
」（『
萬
葉
以
前
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
。

初
出
一
九
七
三
年
）、
高
橋
伸
幸
「
宗
教
と
説
話
―
―
安
居
院
流
表
白
に
関
し
て
」

（
説
話
・
伝
承
学
会
編
『
説
話
と
宗
教
』
桜
楓
社
、
一
九
九
二
年
）、
黒
田
彰
「
令

集
解
の
引
く
孝
子
伝
に
つ
い
て
」（『
孝
子
伝
の
研
究
』
佛
教
大
学
通
信
教
育
部
、

二
〇
〇
一
年
。
初
出
一
九
九
八
年
）、
東
野
治
之
「
律
令
と
孝
子
伝
―
―
漢
籍
の

直
接
利
用
と
間
接
利
用
」（『
日
本
古
代
史
料
学
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
。
初

出
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。 

 （
10
）  『
太
平
御
覧
』
巻
四
百
十
四
、
人
事
部
、
孝
下
に
も
孫
盛
『
逸
人
伝
』
の
同
条
を

引
載
す
る
。
こ
れ
は
『
修
文
殿
御
覧
』
か
ら
の
流
用
で
あ
ろ
う
。
後
述
す
る
よ
う

に
、
敦
光
は『
修
文
殿
御
覧
』を
手
に
し
た
と
推
さ
れ
る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ『
修

文
殿
御
覧
』
の
利
用
は
『
初
学
記
』
に
く
ら
べ
限
定
的
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
、

ま
た
字
面
も『
修
文
殿
御
覧
』よ
り『
初
学
記
』の
ほ
う
が
、
い
く
ら
か
す
ぐ
れ
る
。

た
だ
若
干
の
字
面
の
一
致
不
一
致
に
拘
泥
す
る
と
結
論
を
誤
る
危
険
も
あ
る
。
そ

う
い
っ
た
点
を
勘
案
し
、
本
文
で
は
断
定
せ
ず
「
可
能
性
が
た
か
い
」
と
表
現
し

た
。
な
お
、
こ
れ
も
後
述
す
る
よ
う
に
、
敦
光
が
『
蒙
求
』
注
を
参
照
し
て
い
る

こ
と
は
ま
ず
確
実
な
が
ら
、「
丁
蘭
刻
木
」
に
つ
い
て
は
旧
注
・
補
注
と
も
引
証

し
て
い
る
の
は
孫
盛
『
逸
人
伝
』
で
は
な
く
『
孝
子
伝
』
で
あ
る
。『
蒙
求
』
は

本
条
の
出
典
で
は
な
い
。 

 （
11
）  『
太
平
御
覧
』
巻
三
百
七
十
六
、
人
事
部
、
肝
お
よ
び
同
書
巻
四
百
十
七
、
人
事

部
、
忠
勇
に
も
『
呂
氏
春
秋
』
の
く
だ
ん
の
話
柄
を
引
載
す
る
が
、『
勘
注
抄
』

と
異
同
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、『
修
文
殿
御
覧
』
か
ら
の
引
用
は
考
え
に
く
い
。 
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も
う
一
つ
は
、『
勘
注
抄
』
の
撰
述
が
長
期
に
わ
た
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
齟

齬
の
可
能
性
で
あ
る
。
撰
述
期
間
が
な
が
か
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
労

作
で
あ
れ
ば
不
思
議
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
『
勘
注
抄
』
の
完
成
品
を
見
て
い
る

か
ら
、『
三
教
指
帰
』
へ
の
加
注
に
あ
た
り
、
そ
の
膨
大
な
文
字
に
対
し
冒
頭
か

ら
整
然
と
機
械
的
に
漢
籍
か
ら
の
引
用
文
を
貼
り
つ
け
て
い
っ
た
と
錯
覚
し
が
ち

で
あ
る
。
し
か
し
、
じ
っ
さ
い
の
加
注
作
業
は
そ
う
い
う
こ
と
は
少
な
く
て
、
過

半
は
行
き
つ
戻
り
つ
を
繰
り
か
え
す
。
注
釈
作
成
の
経
験
者
な
ら
諒
解
さ
れ
よ

う
。
敦
光
も
『
三
教
指
帰
』
の
文
字
の
う
え
を
行
き
つ
戻
り
つ
し
な
が
ら
、
見
出

し
た
漢
籍
文
を
紙
片
か
注
釈
稿
本
に
書
き
抜
い
て
い
た
は
ず
だ
。
そ
れ
が
長
期
に

わ
た
っ
た
な
ら
、
捜
文
の
見
落
と
し
は
仕
方
が
な
い
。
上
述
の
よ
う
に
敦
光
が

『
初
学
記
』
の
巻
十
七
を
手
に
し
た
と
し
て
も
、
な
が
い
加
注
の
期
間
と
き
ど
き

の
問
題
意
識
に
よ
っ
て
目
に
入
っ
て
く
る
文
章
は
ち
が
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
お

な
じ
巻
で
引
用
の
有
無
が
生
じ
た
と
考
え
れ
ば
、
さ
き
の
齟
齬
は
説
明
で
き
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
院
政
期
の
学
問
を
論
じ
る
う
え
で
、
小
論
の
調
査
結
果
は
ど
う
位
置
づ
け

ら
れ
る
か
、
簡
単
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
率
直
に
い
え
ば
、
敦
光
の
参
考
書
は
そ
う

珍
し
い
も
の
で
は
な
い
。『
白
氏
六
帖
事
類
集
』
と
『
事
類
賦
』
と
が
比
較
的
あ

た
ら
し
い
印
象
を
も
つ
が
、
お
お
む
ね
従
来
利
用
さ
れ
て
き
た
類
書
を
引
い
て
い

る
。
学
界
の
第
一
人
者
た
る
敦
光
で
さ
え
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
当

時
の
学
問
が
な
お
博
士
家
の
伝
統
の
範
囲
に
お
さ
ま
っ
て
い
た
一
証
と
考
え
ら
れ

る
。
か
れ
の
活
躍
し
た
十
一
世
紀
後
半
か
ら
十
二
世
紀
前
半
は
、
中
国
で
は
北
宋

末
か
ら
南
宋
初
に
あ
た
る
。
宋
代
の
学
術
の
影
響
は
な
お
甚
少
で
あ
っ
た
よ
う

だ
。

な
お
、『
勘
注
抄
』『
宝
鑰
鈔
』
を
資
料
に
、
も
う
一
つ
の
孫
引
き
も
と
と
い
う

べ
き
『
文
選
』
注
の
利
用
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
藤
原
敦
光
の
文
選
学
」（『
京
都
産

業
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
六
号
、
二
〇
二
一
年
）
で
論
じ
て
い
る
。

乞
う
ら
く
は
並
看
さ
れ
ん
こ
と
を
。

【
注
】

 （
1
）  

西
崎
亨
「
平
安
末
写
『
秘
蔵
宝
鑰
鈔
』
所
収
典
籍
」（『
国
書
逸
文
研
究
』
第
二
〇

号
、
一
九
八
七
年
）、
河
野
貴
美
子
「
藤
原
敦
光
『
三
教
勘
注
抄
』
の
方
法
―
―

音
義
注
を
中
心
に
」（
河
野
貴
美
子
・
張
哲
俊
編
『
東
ア
ジ
ア
世
界
と
中
国
文
化

―
―
文
学
・
思
想
に
み
る
伝
播
と
再
創
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）、
同
「
平

安
期
に
お
け
る
中
国
古
典
籍
の
摂
取
と
利
用
―
―
空
海
撰
『
秘
蔵
宝
鑰
』
お
よ
び

藤
原
敦
光
撰
『
秘
蔵
宝
鑰
鈔
』
を
例
に
」（
榎
本
淳
一
ほ
か
編
『
中
国
学
術
の
東

ア
ジ
ア
伝
播
と
古
代
日
本
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
）。 

 （
2
）  『
勘
注
抄
』巻
一
・
二
の
翻
刻
が
、
太
田
次
男「
第
十
二
編　

高
野
山
宝
寿
院
蔵『
三

教
勘
注
抄
』
巻
一
・
二
〔
平
安
末
鎌
倉
初
間
〕
写
本
に
つ
い
て
―
―
附
・
本
文
の

翻
印
」（『
空
海
及
び
白
楽
天
の
著
作
に
係
わ
る
注
釈
書
類
の
調
査
研
究
』
中
、
勉

誠
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）
に
、
巻
五
の
翻
刻
が
、
太
田
「
第
十
一
編　

東
寺
宝
菩

提
院
三
密
蔵
『
三
教
勘
注
抄
』
巻
五
〔
鎌
倉
初
〕
写
本
に
つ
い
て
―
―
附
・
本
文

の
翻
印
」（
同
前
）
に
あ
る
。
巻
五
は
末
尾
を
少
々
缺
く
よ
う
だ
。
ほ
か
に
巻
一
・

二
・
三
の
増
補
本
の
抄
出
本
（
霊
友
館
蔵
）
の
翻
刻
が
、
太
田
「
第
一
編　

平
安

末
写
三
教
指
帰
敦
光
注
に
つ
い
て
―
―
解
題
と
翻
印
」（『
空
海
及
び
白
楽
天
の
著

作
に
係
わ
る
注
釈
書
類
の
調
査
研
究
』
上
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）
に
、
巻

一
の
増
補
本
（
尊
経
閣
文
庫
蔵
）
の
翻
刻
が
、
太
田
「
第
三
編　

尊
経
閣
文
庫
蔵

三
教
勘
注
抄
に
つ
い
て
」（
同
前
）
に
あ
る
。
小
論
が
よ
っ
た
『
勘
注
抄
』
の
テ

キ
ス
ト
は
、
す
べ
て
こ
れ
ら
太
田
の
翻
刻
で
あ
る
。
太
田
論
文
の
掲
出
に
は
、
そ

の
論
題
が
長
い
の
で
、
次
出
以
降
は
論
文
の
編
次
を
も
っ
て
略
称
す
る
。
な
お
、

太
田
「
第
十
一
編
」
一
六
四
〜
一
六
八
頁
に
よ
れ
ば
、『
三
教
指
帰
』
三
巻
に
対

し
『
勘
注
抄
』
六
巻
の
分
巻
ぶ
り
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
推
定
さ
れ
る
。『
三
教
指
帰
』

巻
上
＝
『
勘
注
抄
』
巻
一
・
二
、『
三
教
指
帰
』
巻
中
＝
『
勘
注
抄
』
巻
三
、『
三
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あ
り
、『
蒙
求
』
の
引
載
は
後
世
の
補
入
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
ま
の

と
こ
ろ
『
宝
鑰
鈔
』
に
は
『
蒙
求
』
の
利
用
は
確
認
さ
れ
な
い
。

お
わ
り
に

膨
大
な
漢
籍
か
ら
注
に
ふ
さ
わ
し
い
文
章
を
ど
の
よ
う
に
見
つ
け
る
か
、
敦
光

に
と
っ
て
切
実
な
問
題
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
長
い
研
学
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
記

憶
は
、
敦
光
に
と
っ
て
主
要
な
検
索
装
置
で
あ
っ
た
ろ
う
。
た
だ
記
憶
に
は
限
界

が
あ
る
う
え
、
既
知
の
文
章
ば
か
り
で
注
が
成
立
す
る
は
ず
も
な
い
。
そ
こ
で
駆

使
さ
れ
た
の
が
類
書
で
あ
っ
た
。
漢
籍
の
文
章
を
項
目
ご
と
に
分
類
引
載
し
た
類

書
は
、
そ
の
部
類
名
を
手
が
か
り
に
す
れ
ば
、
文
章
を
効
率
よ
く
探
索
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
未
知
の
文
章
を
検
索
で
き
る
効
用
は
絶
大
だ
し
、
既
知
の
文
章
の
字

面
を
い
ち
い
ち
確
認
す
る
の
に
も
使
え
る
。
文
字
に
す
る
と
い
う
営
為
は
一
字
一

句
ご
ま
か
し
の
き
か
な
い
作
業
だ
。
敦
光
ほ
ど
の
学
者
で
も
字
面
の
確
認
は
缺
か

せ
な
い
。

小
論
は
挙
名
の
書
を
中
心
に
調
査
し
た
。
果
た
し
て
、
敦
光
の
利
用
し
た
類
書

に
、『
勘
注
抄
』に
つ
い
て
は『
初
学
記
』『
修
文
殿
御
覧
』『
翰
苑
』『
琱
玉
集
』『
類
林
』

お
よ
び
附
注
本
『
蒙
求
』
の
六
書
、『
宝
鑰
鈔
』
に
つ
い
て
は
『
修
文
殿
御
覧
』『
兼

名
苑
』『
白
氏
六
帖
事
類
集
』『
事
類
賦
』
お
よ
び
李
嶠
『
百
廿
詠
』
の
五
書
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
重
複
を
の
ぞ
き
こ
れ
ら
十
種
の
類
書
な
い
し
こ
れ
に
準
ず

る
書
を
、
敦
光
は
手
に
し
な
が
ら
加
注
の
作
業
を
し
た
の
だ
。

た
だ
利
用
の
頻
度
に
は
軽
重
が
あ
っ
た
と
推
さ
れ
る
。『
勘
注
抄
』
の
出
典
に

関
し
て
、
わ
た
し
は
悉
皆
調
査
を
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
断
言
を
は
ば
か
ら
れ

る
け
れ
ど
、『
初
学
記
』
と
『
蒙
求
』
と
は
比
較
的
重
用
さ
れ
た
と
推
測
し
て
い

る ）
51
（

。
か
ぎ
ら
れ
た
調
査
範
囲
な
が
ら
、
両
書
引
用
の
徴
証
は
小
論
で
挙
例
し
た

以
上
に
見
つ
か
っ
た
。
ひ
る
が
え
っ
て
『
修
文
殿
御
覧
』
に
つ
い
て
は
、
挙
名
せ

ず
孫
引
き
も
と
と
し
て
利
用
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
調
査
を
し
て
み
た
も
の
の
、

徴
証
の
追
加
に
成
功
し
て
い
な
い
。
こ
の
不
成
功
は
『
修
文
殿
御
覧
』
の
利
用

が
限
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。『
修
文
殿
御
覧
』
の

三
百
六
十
巻
と
い
う
サ
イ
ズ
は
所
有
者
を
お
お
い
に
制
限
し
た
で
あ
ろ
う
。
む
ろ

ん
敦
光
の
架
蔵
は
考
え
に
く
い
。
か
れ
は
他
者
の
蔵
本
を
借
覧
し
た
に
ち
が
い
な

い
が
、
該
書
の
稀
少
性
が
、
そ
の
借
覧
に
さ
え
不
自
由
を
せ
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
よ
う
な
閲
覧
の
事
情
が
該
書
の
自
在
な
利
用
を
制
約
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。『

勘
注
抄
』
で
『
初
学
記
』
が
重
用
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
利
用
に
は
上
述

の
よ
う
に
不
可
解
な
点
が
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
二
つ
の
事
態
を
想
定
し

て
み
た
。
一
つ
は
『
初
学
記
』（
あ
る
い
は
そ
の
一
部
）
も
借
覧
で
あ
っ
た
可
能

性
で
あ
る
。
い
っ
た
い
敦
光
ら
博
士
家
の
蔵
書
は
ど
れ
ほ
ど
の
規
模
で
あ
っ
た
の

か
。
こ
の
興
味
ぶ
か
い
問
題
に
返
答
す
る
用
意
は
な
い
が
、
貴
顕
で
な
い
か
れ
ら

の
蔵
書
を
過
大
に
評
価
す
る
の
は
危
う
い
だ
ろ
う
と
は
考
え
て
い
る
。『
初
学
記
』

の
三
十
巻
と
い
う
サ
イ
ズ
は
当
時
と
し
て
は
小
さ
く
な
い
。
こ
れ
を
揃
い
で
架
蔵

す
る
の
は
存
外
む
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。
近
世
で
さ
え
学
者
の
蔵
書

は
、
巻
数
の
多
い
書
の
架
蔵
は
不
全
本
が
基
本
で
あ
る
。
臆
測
の
域
を
出
な
い

が
、
敦
光
は
『
初
学
記
』
の
一
部
を
架
蔵
し
て
お
り
、
こ
れ
が
頻
用
を
う
な
が
し

た
が
、
蔵
し
な
い
巻
十
七
は
借
覧
せ
ざ
る
を
え
ず
引
用
の
不
周
到
を
ま
ね
い
た
、

と
い
う
こ
と
は
あ
り
う
る
。
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列
す
る
。
上
掲
の
例
で
い
え
ば
、「
孫
康
映
雪
、
車
胤
聚
蛍
」
が
ひ
と
ま
と
ま
り

で
「
蛍
」
字
で
韻
を
ふ
ん
で
い
る
。
孫
康
の
故
事
を
『
蒙
求
』
注
か
ら
孫
引
き
し

た
敦
光
が
、
直
後
の
車
胤
の
故
事
の
み
わ
ざ
わ
ざ
原
典
を
開
き
引
用
す
る
だ
ろ
う

か
。
し
か
し
、
通
説
に
よ
れ
ば
敦
光
当
時
、
補
注
は
未
舶
載
だ
っ
た ）

46
（

。
こ
の
矛

盾
を
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
か
。

わ
た
し
の
結
論
を
い
え
ば
、
敦
光
は
や
は
り
旧
注
に
よ
り
な
が
ら
、「
車
胤
聚

蛍
」
に
つ
い
て
の
み
、
わ
ざ
わ
ざ
『
宋
略
』
を
排
し
『
晋
書
』
原
典
か
ら
引
用
し

た
と
解
せ
ら
れ
る
。
敦
光
は
文
章
博
士
で
あ
っ
た
か
ら
、『
晋
書
』
に
は
く
わ
し

か
っ
た
は
ず
で
、
じ
じ
つ
『
勘
注
抄
』
に
『
晋
書
』
の
引
用
は
多
い
。

た
と
え
ば
、『
三
教
指
帰
』
巻
上
、「
戴
淵
変
志
、
登
将
軍
位
、
周
処
改
心
、
得

忠
孝
名
」（
古
典
文
学
大
系
本
九
〇
頁
）
へ
の
敦
光
注
が
あ
る
（『
勘
注
抄
』
巻
一
、

太
田
「
第
十
二
編
」
三
八
七
〜
三
八
九
頁
）。
敦
光
は
、『
晋
書
』
の
戴
淵
伝
（
巻

六
十
九
）
と
周
処
伝
（
巻
五
十
八
）
と
を
引
く
。
じ
つ
は
、
空
海
『
秘
蔵
宝
鑰
』

巻
上
に
も
「
至
如
戴
淵
改
心
、
周
処
忠
孝
」
の
く
だ
り
が
あ
っ
て
（『
弘
法
大
師

空
海
全
集
』
第
二
巻
、
二
三
頁
）、『
宝
鑰
鈔
』
が
前
句
に
注
し
て
「
晋
書
三
十
九
、

戴
淵
、
字
若
思
、
広
陵
人
也
…
…
」
と
い
う
（
太
田
「
第
二
編
」
一
〇
〇
〜
一
〇

三
頁
、
全
書
本
八
頁
上
段
）。
こ
れ
は
『
晋
書
』
巻
六
十
九
す
な
わ
ち
「
列
伝
三

十
九
」
戴
淵
伝
の
文
章
を
節
略
し
た
も
の
。
巻
数
の
明
示
が
あ
り
原
典
に
よ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
興
味
ぶ
か
い
の
は
、『
勘
注
抄
』
所
引
の
戴
淵
伝
と
長
文
の
節

略
部
分
を
ふ
く
め
首
尾
よ
く
一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。『
勘
注
抄
』
に
お
い
て
も
、

敦
光
が
『
晋
書
』
戴
淵
伝
か
ら
直
引
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
だ
ろ
う ）

47
（

。
周
処
の

故
事
は
、『
蒙
求
』
に
第
二
八
句
「
周
処
三
害
」
と
し
て
録
さ
れ
、
旧
注
・
補
注

と
も
『
晋
書
』
周
処
伝
を
引
く
。
旧
注
は
短
文
で
『
勘
注
抄
』
の
出
典
で
は
な
い
。

補
注
は
長
文
だ
が
、『
勘
注
抄
』
に
く
ら
べ
一
部
節
略
が
あ
っ
て
、
こ
れ
も
出
典

で
は
あ
り
え
な
い
。
や
は
り
『
勘
注
抄
』
は
『
晋
書
』
周
処
伝
か
ら
直
引
し
た
と

考
え
る
の
が
合
理
的
で
あ
る ）

48
（

。

こ
の
よ
う
に
、
敦
光
は
『
晋
書
』
を
手
に
し
な
が
ら
加
注
作
業
を
お
こ
な
っ
た

の
だ
。
車
胤
の
故
事
に
も
ど
り
、『
晋
書
』
車
胤
伝
（
巻
八
十
三
）
を
『
勘
注
抄
』

と
の
一
致
部
分
に
傍
線
を
く
わ
え
引
く
。

車
胤
字
武
子
、
南
平
人

4

4

4

也
。
曾
祖
浚
、
呉
会
稽
太
守
、
父
育
、
郡
守
簿
。
太

守
王
胡
之
名
名
人
、
見
胤
於
童
幼
之
中
、
謂
胤
父
曰
、
此
児
当
大
興
卿
門
、

可
使
専
学
。
胤
恭
勤
不
倦

4

4

4

4

、
博
学
多
通
。
家
貧
不
常
得
油
、
夏
月
則
練
嚢
盛

数
十
蛍
火
以
照
書
、
以
夜
継
日
焉
…
…
。

『
勘
注
抄
』
と
補
注
と
は
節
略
の
具
合
が
よ
く
一
致
す
る
が
、
敦
光
が
補
注
の
節

略
を
踏
襲
し
た
と
考
え
る
必
要
は
な
い
。
原
典
を
一
読
す
れ
ば
瞭
然
だ
ろ
う
け
れ

ど
、
両
者
は
文
意
の
切
れ
る
と
こ
ろ
を
ご
っ
そ
り
省
略
し
た
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
程

度
の
一
致
は
起
こ
り
う
る
こ
と
で
あ
る ）

49
（

。『
宋
略
』
で
済
ま
さ
な
か
っ
た
の
は
、

敦
光
が
正
史
の
よ
う
な
権
威
の
あ
る
書
物
に
典
拠
を
も
と
め
た
こ
と
の
表
れ
だ
ろ

う
。
果
た
し
て
、
敦
光
は
も
っ
ぱ
ら
旧
注
本
の
『
蒙
求
』
に
よ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

補
注
本
は
見
て
い
な
い
と
結
論
さ
れ
る ）

50
（

。

『
宝
鑰
鈔
』
の
『
蒙
求
』
利
用
の
有
無
に
つ
い
て
附
言
し
て
お
く
。
上
述
の
よ

う
に
、『
秘
蔵
宝
鑰
』
に
は
「
周
処
忠
孝
」
の
く
だ
り
が
あ
る
。
全
書
本
（
八
頁

上
段
）
は
該
句
に
注
し
て
『
蒙
求
』「
周
処
三
害
」
の
旧
注
を
首
尾
引
き
、
平
安

末
写
零
本
が
『
晋
書
』
を
引
く
の
と
相
違
す
る
。
前
者
に
「
私
加
之
」
の
注
記
が
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る ）
42
（

。『
語
林
』
は
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
著
録
が
な
く
、
本
条
は
『
蒙
求
』

か
ら
の
孫
引
き
と
考
え
ら
れ
る
。『
蒙
求
』
の
第
二
一
九
句
「
楊
脩
捷
対
」
に
旧

注
が
引
く
『
語
林
』
の
文
章
は
『
勘
注
抄
』
該
条
に
よ
く
似
る ）

43
（

。

旧
注
の
利
用
は
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
補
注
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
お
き
た

い
。
と
い
う
の
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
例
が
あ
る
か
ら
だ
。『
三
教
指
帰
』
巻
上
、

空
海
序
の
「
二
九
遊
聴
槐
市
、
拉
雪
蛍
於
猶
怠
、
怒
縄
錐
之
不
勤
」（
古
典
文
学

大
系
本
八
四
頁
）
へ
の
敦
光
注
で
あ
る
（
施
注
の
対
象
語
に
傍
線
）。
こ
の
う
ち
、

「
槐
市
」「
錐
」
に
つ
い
て
は
、『
修
文
殿
御
覧
』
の
利
用
を
検
討
し
た
さ
い
言
及

し
た
。
い
ま
取
り
あ
げ
る
の
は
「
雪
」「
蛍
」「
縄
」
へ
の
注
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

苦
学
を
表
す
代
表
的
な
修
辞
で
、
典
故
た
る
孫
康
・
車
胤
・
孫
敬
の
故
事
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
よ
う
。
敦
光
は
つ
ぎ
の
三
書
を
も
っ
て
引
証
す
る（『
勘
注
抄
』巻
一
、

太
田
「
第
十
二
編
」
三
三
五
〜
三
三
六
頁
）。

孫
氏
世
録
曰
、
孫
康
家
貧
無
油
、
常
映
雪
読
書
。　

晋
書
曰
、
車
胤
字
武

子
、
博
学
多
通
。
家
貧
不
得
油
、
夏
月
則
練
嚢
盛
数
十
蛍
以
照
書
、
以
夜
継

日
。　

楚
国
先
賢
伝
曰
、
孫
敬
字
文
宝
、
恒
閇
戸
読
書
、
睡
以
縄
繫
頚
、
懸

之
梁
上
。

孫
康
・
車
胤
・
孫
敬
の
説
話
は
す
べ
て
『
蒙
求
』
に
、
第
一
九
三
・
一
九
四
句

「
孫
康
映
雪
、
車
胤
聚
蛍
」、
第
一
〇
句
「
孫
敬
閉
戸
」
と
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
旧
注
（
故
宮
博
物
院
蔵
の
旧
注
本
）
を
引
き
、
つ
い
で
補
注
を
引
く ）

44
（

。

孫
氏
世
録
曰
、
孫4

康
家
貧
無
油
、
常
映
雪
読
書
。
少
清
介
、
交
遊
不
雑
、
後

至
御
史
大
夫
也4

。 

（
第
一
九
三
句
「
孫
康
映
雪
」
旧
注
）

宋
略
、
車
胤
字
武
子
、
河
東
人
、
好
読
書
、
家
貧
無
油
。
聚
蛍
火
以
絹
袋
盛

之
、
継
日
焉
…
…
。 

（
第
一
九
四
句
「
車
胤
聚
蛍
」
旧
注
）

楚
国
先
賢
伝
、
孫
敬
字
文
宝
、
常
閉
戸
読
書
、
睡
則
以
縄
繫
頚
、
懸
之
梁
上

…
…
。 

（
第
一
〇
句
「
孫
敬
閉
戸
」
旧
注
）

孫
氏
世
録
曰
、
康
家
貧
無
油
、
常
映
雪
読
書
。
少
小4

清
介
、
交
遊
不
雑
、
後

至
御
史
大
夫
。 

（
第
一
九
三
句
「
孫
康
映
雪
」
補
注
）

晋
、
車
胤
字
武
子
、
南
平
人

4

4

4

、
恭
勤
不
倦

4

4

4

4

、
博
学
多
通
。
家
貧
不
常
得
油
、

夏
月
則
練
嚢
盛
数
十
蛍
火
以
照
書
、
以
夜
継
日
焉
…
…
。

 

（
第
一
九
四
句
「
車
胤
聚
蛍
」
補
注
）

楚
国
先
賢
伝
、
孫
敬
字
文
宝
、
常
閉
戸
読
書
、
睡
則
以
縄
繫
頚
、
懸
之
梁
上

…
…
。 

（
第
一
〇
句
「
孫
敬
閉
戸
」
補
注
）

当
該
三
句
の
う
ち
、「
孫
康
映
雪
」「
孫
敬
閉
戸
」
は
旧
注
・
補
注
と
も
ほ
ぼ
同

文
、
か
つ
『
孫
氏
世
録
』『
楚
国
先
賢
伝
』
は
『
勘
注
抄
』
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

両
書
は
『
蒙
求
』
注
か
ら
の
孫
引
き
と
推
さ
れ
る ）

45
（

。
た
だ
「
車
胤
聚
蛍
」
の
み
、

旧
注
が『
宋
略
』を
、
補
注
が「
晋
…
…
」と
引
き
両
注
は
相
違
す
る
。
く
わ
え
て
、

『
勘
注
抄
』
は
「
南
平
人
、
恭
勤
不
倦
」
を
略
す
以
外
補
注
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

こ
の
状
況
は
、『
孫
氏
世
録
』『
楚
国
先
賢
伝
』
を
ふ
く
め
、『
勘
注
抄
』
が
補

注
に
よ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
正
史
を
挙
名
す
る
と
き
の
体
例
は
補
注
も
旧

注
と
違
い
は
な
い
か
ら
、
敦
光
が
補
注
に
よ
っ
た
と
す
れ
ば
、「
晋
」
を
『
晋
書
』

と
理
解
し
た
と
し
て
不
自
然
は
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
、『
蒙
求
』
は
類
似
す
る

言
行
二
つ
を
各
四
字
句
に
ま
と
め
、
つ
ま
り
二
句
八
字
ご
と
に
韻
を
ふ
ん
で
配
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違4

、
巨
遂
4

4

掘
穴
二
尺
餘
、
忽
見
得
黄
金
一
釜
。
釜
上
文
云
、
天
賜
孝
子
郭

巨
、
官
不
得
奪
、
人
不
得
取
。
出
孝
子
伝
。

ま
ず
は
敦
光
の
注
文
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
い ）

41
（

。『
蒙
求
』
の
注
は

ふ
つ
う
「
王
朝
名
＋
人
名
」
で
始
ま
る
。
こ
の
王
朝
名
は
、
た
と
え
ば
第
二
七
三

句
「
仲
連
韜
海
」
の
注
が
「
史
記
、
魯
仲
連
斉
人
」
と
始
ま
る
よ
う
に
、
正
史
の

略
称
と
解
せ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
後
漢
」
と
あ
れ
ば
、
く
だ
ん
の
体
例
に
し
た
が

い
敦
光
は
『
後
漢
書
』
と
諒
解
し
た
は
ず
な
の
だ
。
そ
し
て
郭
巨
の
該
話
を
、
そ

の
よ
う
に
誤
解
さ
せ
る
記
述
を
も
つ
の
は
、『
蒙
求
』
注
の
み
で
あ
る
。
果
た
し

て
、
敦
光
が
『
蒙
求
』
の
注
を
写
し
た
た
め
誤
記
が
起
き
た
と
い
う
わ
け
だ
。
敦

光
が
『
蒙
求
』
を
手
に
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
郭
巨
の
該
話
は
、『
初

学
記
』
巻
二
十
七
、
宝
器
部
、
金
の
「
賜
郭
」
の
条
に
も
あ
っ
て
、
引
用
す
る
の

は
宗
躬
『
孝
子
伝
』
で
あ
る
。
敦
光
と
し
て
は
郭
巨
の
話
柄
が
引
け
れ
ば
よ
い
わ

け
で
、
宗
躬
『
孝
子
伝
』
の
文
章
で
も
よ
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
こ
こ
は
『
蒙
求
』

に
よ
っ
て
い
る
。
幼
少
よ
り
学
ん
だ
『
蒙
求
』
な
れ
ば
こ
そ
、
ふ
さ
わ
し
い
注
文

を
思
い
つ
き
や
す
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

つ
い
で
後
者
を
検
討
す
る
。
朱
雲
説
話
の
原
典
は
『
漢
書
』
巻
六
十
七
、
朱
雲

伝
で
あ
る
。
原
典
と
『
勘
注
抄
』
と
を
比
較
す
る
と
一
目
瞭
然
だ
が
、
敦
光
の
注

文
は
、
長
文
の
原
典
に
大
量
の
節
略
を
施
し
た
す
え
成
っ
た
も
の
と
判
明
す
る
。

節
略
は
敦
光
の
所
為
で
は
な
い
。
該
話
は
『
蒙
求
』
に
第
四
〇
九
句
「
朱
雲
折

檻
」
と
し
て
採
録
さ
れ
る
。
そ
の
旧
注
を
つ
ぎ
に
引
く
（
真
福
寺
宝
生
院
蔵
の
旧

注
本
）。

漢
書
、
朱
雲
、
字
子
游
、
魯
人
。
成
帝
時
張
禹
以
為
帝
師
、
甚
尊
重
之
、
雲

上
書
云
、
請
賜
尚
方
斬
馬
剣
、
断
侫
臣
一
人
頭
、
以
勵
其
餘
。
上
曰
、
誰

也
。
対
曰
、
安
昌
侯
張
禹
。
帝
怒
曰
、
小
臣
居
下
訕
上
、
廷
辱
師
傅
。
令
御

史
将
下
殿
、
雲
攀
殿
檻
折
、
左
将
軍
辛
慶
忌
叩
頭
諫
帝
。
□
□
当
治
檻
、
帝

曰
、
勿
易
、
因
而
輯
之
、
以
旌
直
臣
耳
。

『
勘
注
抄
』
と
ほ
ぼ
首
尾
同
文
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
い
。
敦
光
が
『
蒙
求
』

注
か
ら
節
略
済
み
の
文
章
を
写
し
た
だ
け
な
の
は
明
白
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
注
意
し

た
い
の
は
、
こ
れ
が
旧
注
の
文
章
で
あ
る
こ
と
だ
。「
朱
雲
折
檻
」
の
旧
注
と
補

注
と
は
文
章
が
か
な
り
ち
が
う
。
補
注
は
、
旧
注
が
け
ず
っ
た
文
章
を
復
元
し
、

ほ
ぼ
旧
注
の
倍
の
長
さ
に
な
っ
て
い
る
。
徐
子
光
は
原
典
に
当
た
り
直
し
た
の
だ

ろ
う
。
敦
光
が
よ
っ
た
の
は
補
注
で
は
な
く
旧
注
で
あ
る
。

『
蒙
求
』
旧
注
の
利
用
例
を
追
加
す
る
。『
三
教
指
帰
』
巻
上
の
「
諤
〃
」（
古

典
文
学
大
系
本
九
五
頁
）
の
注
に
、
敦
光
は
『
史
記
』
を
引
く
（『
勘
注
抄
』
巻
二
、

太
田「
第
十
二
編
」四
四
〇
〜
四
四
一
頁
）。
原
典
は『
史
記
』巻
四
十
三
、
趙
世
家
。

敦
光
の
引
文
は
原
典
と
小
異
が
あ
る
。
こ
の
小
異
に
よ
っ
て
、
敦
光
が
原
典
で
は

な
く
『
蒙
求
』
第
五
六
〇
句
「
周
舎
諤
諤
」
の
旧
注
を
引
い
て
い
る
こ
と
が
判
明

す
る
。
と
く
に
『
勘
注
抄
』
が
「
諤
諤
」
と
作
る
部
分
に
注
意
し
た
い
。
補
注
本

は
「
諤
諤
」
を
原
典
に
し
た
が
っ
て
「
鄂
鄂
」
に
作
り
、
わ
ざ
わ
ざ
「
旧
本
鄂
作

諤
」
と
述
べ
る
か
ら
、
こ
の
点
か
ら
も
敦
光
が
旧
注
に
よ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

『
三
教
指
帰
』
巻
上
の
「
遠
隔
卅
里
」（
古
典
文
学
大
系
本
九
〇
頁
）
の
注
に
、

敦
光
は
「
語
林
」
を
引
く
（『
勘
注
抄
』
巻
一
、
太
田
「
第
十
二
編
」
三
八
〇
〜

三
八
一
頁
）。
該
書
は
東
晋
の
裴
啓
『
語
林
』
十
巻
（
す
で
に
散
佚
）
と
思
わ
れ
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え
ら
れ
、
平
安
時
代
の
知
識
人
に
と
っ
て
幼
児
よ
り
通
暁
す
べ
き
書
で
あ
っ
た ）

38
（

。

『
蒙
求
』
は
た
だ
四
字
句
の
韻
文
で
成
っ
て
お
り
、
じ
つ
は
こ
れ
だ
け
読
ん
で
も

何
の
こ
と
か
分
か
ら
な
い
。
注
と
併
読
し
て
初
め
て
理
解
で
き
る
。
敦
光
も
幼
少

の
こ
ろ
附
注
本
で
習
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
注
は
二
種
、
李
澣
の
自
注
（
旧
注
）

と
宋
の
徐
子
光
の
補
注
と
が
あ
る ）

39
（

。
両
注
に
は
四
字
句
の
典
拠
と
な
っ
た
漢
籍

文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
注
文
を
利
用
す
れ
ば
、『
蒙
求
』
は
著
名
人
の
言

行
に
特
化
し
た
専
門
類
書
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
種
々
の
漢
籍
を
孫
引
き
で
き
る
。

い
ま
の
と
こ
ろ
『
宝
鑰
鈔
』
に
利
用
は
確
認
さ
れ
ず
（
後
述
）、
こ
こ
で
は
『
勘

注
抄
』
に
お
け
る
引
用
の
徴
証
を
見
て
い
こ
う
。
敦
光
が
附
注
本
『
蒙
求
』
を
手

許
に
置
い
て
施
注
し
た
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
。『
勘
注
抄
』
巻
三
の
抄
出
本

に
つ
ぎ
の
簡
単
な
記
述
が
見
え
る
（
太
田
「
第
一
編
」
三
四
頁
上
）。

縮
地　

蒙
求　

長
房
縮
地
。

こ
れ
は
『
三
教
指
帰
』
巻
中
の
「
縮
地

4

4

変
体
之
奇
」（
古
典
文
学
大
系
本
一
一
〇

頁
）
へ
の
注
で
あ
る
。「
長
房
縮
地
」
と
は
『
蒙
求
』
の
第
四
五
〇
句
で
、
後
漢

の
費
長
房
が
地
脈
を
縮
め
る
術
を
会
得
し
た
故
事
を
い
う
（
典
拠
は
范
曄
『
後
漢

書
』
列
伝
七
十
二
、
方
術
）。
つ
ま
り
敦
光
は
『
蒙
求
』
の
「
長
房
縮
地
」
を
参

照
せ
よ
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
平
安
貴
族
に
と
っ
て
『
蒙
求
』
の
正
文
く
ら

い
は
暗
記
し
て
当
然
で
あ
っ
た
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
だ
け
で
は
『
蒙
求
』
そ
の
書
を

参
照
し
た
と
は
確
言
で
き
な
い
。

敦
光
の
『
蒙
求
』
利
用
の
証
拠
を
提
示
し
よ
う
。
さ
き
に
『
初
学
記
』
の
利
用

を
検
討
す
る
お
り
言
及
し
た
、「
丁
」「
出
肝
」「
割
心
」
と
お
な
じ
く
だ
り
、
こ

こ
は
孝
子
と
忠
臣
と
に
由
来
す
る
語
が
な
ら
ぶ
が
、
そ
の
う
ち
孝
子
の
郭
巨
の
故

事
に
よ
る
「
出
瓫
」
と
、
忠
臣
の
朱
雲
の
故
事
に
よ
る
「
折
檻
」
と
を
取
り
あ
げ

る（『
三
教
指
帰
』巻
上
、
古
典
文
学
大
系
本
九
四
頁
）。
敦
光
の
注
文
を
引
く（『
勘

注
抄
』
巻
二
、
太
田
「
第
十
二
編
」
四
三
五
頁
）。  

後
漢
書
曰
、
郭
巨
家
貧
養
老
母
、
妻
生
一
子
、
三
歳
母
减
食
与
之
、
巨
謂
妻

曰
、
貧
乏
不
能
供
給
、
共
汝
遂
欲
埋
子
、
子
可
再
有
、
母
不
可
再
得
、
妻
掘

穴
二
尺
餘
、
得
黄
金
一
釜
。
上
文
云
、
天
賜
孝
子
郭
巨
。

漢
書
（
曰
）、
朱
雲
、
字
子
游
、
魯
人
也
。
成
帝
時
張
禹
以
為
帝
師
、
甚
尊

重
焉
、
雲
上
書
云
、
請
賜
尚
方
斬
馬
之
剣
、
断
侫
臣
一
人
頭
、
以
勵
其
餘
。

上
（
問
）
曰
、
誰
也
。
対
曰
、
安
昌
侯
張
禹
。
帝
怒
曰
、
小
臣
居
下
訕
上
、

廷
辱
師
傅
。
令
御
史
将
下
殿
、
雲
攀
殿
檻
折
、
左
将
軍
辛
慶
忌
叩
頭
諫
帝
。

乃
解
当
治
檻
、
帝
曰
、
勿
易
以マ

マ

輯
之
、
旌
直
臣
。

前
者
か
ら
検
討
す
る
。
郭
巨
の
説
話
は
有
名
で
諸
書
に
見
え
る ）

40
（

。
し
か
し
、

范
曄
『
後
漢
書
』
に
こ
の
説
話
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
郭
巨
の
名
が

『
後
漢
書
』
に
登
場
し
な
い
。
つ
ま
り
誤
記
な
の
だ
が
、
問
う
べ
き
は
誤
記
が
発

生
し
た
原
因
で
あ
る
。
こ
の
話
柄
は
『
蒙
求
』
に
も
第
二
七
一
句
「
郭
巨
将
坑
」

と
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
そ
の
注
で
あ
る
。
い
ま
旧
注
を
引
く

（
故
宮
博
物
院
蔵
の
旧
注
本
）。

後
漢
、
郭
巨
家
貧
養
老
母
、
妻
生
一
子
、
三
歳
母
常
减
食
与
之
、
巨
謂
妻

曰
、
貧
乏
不
能
供
給
、
共
汝
埋
子
、
子
可
再
有
、
母
不
可
再
得
、
妻
不
敢

4

4
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四
頁
上
段
）、「
黄
輿
震
裂
草
木
何
静
」（
同
二
二
頁
下
段
）
に
注
し
て
都
合
三
条

を
引
く
。

六
帖
石
部
云
、
庚
仲
雍
湘
州
記
、
零
陵
有
石
鷰
、
得
得
風
雨
、
則
飛
翔
如
真

鷰
、
風
雨
止
還
為
石
也
。
又
云
、
荀
卿
子
曰
、
宋
之
愚
人
得
燕
石
、
於
梧
桐

臺
之
東
帰
而
蔵
之
以
為
宝
、
周
客
聞
而
観
焉
、
主
人
斎
七
日
端
冕
玄
服
以
発

宝
、
革
匱
十
重
、
緹
巾
十
襲
、
客
見
之
掩
口
而
笑
曰
、
此
燕
石
也
、
其
与
瓦

甓
不
殊
。 

（「
摩
尼
燕
石
」
条
）

六
帖
云
、
円
天
為
蓋
、
方
地
為
輿
。 

（「
黄
輿
震
裂
草
木
何
静
」
条
）

前
者
二
条
は
『
白
氏
六
帖
事
類
集
』
巻
二
、
石
、
鷰
と
燕
石
、
後
者
は
同
書
巻
一
、

地
、
方
輿
の
文
章
で
あ
る
。『
白
氏
六
帖
事
類
集
』
は
、
白
居
易
の
原
著
成
立
の

の
ち
多
く
の
増
補
本
が
あ
わ
れ
れ
た
。
敦
光
が
手
に
し
た
本
書
も
増
補
本
の
一
つ

で
あ
っ
た
ら
し
い ）

36
（

。

北
宋
の
呉
淑
『
事
類
賦
』
三
十
巻
（
九
九
三
年
成
）
は
、
科
挙
た
め
に
編
ま
れ

た
駢
文
の
用
例
集
の
ご
と
き
書
で
あ
る
。
敦
光
に
と
っ
て
比
較
的
新
渡
の
書
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。『
宝
鑰
鈔
』
は
「
魚
珠
照
夜
」
に
注
し
て
、『
事
類
賦
』
巻
九
、

宝
貨
部
、
珠
か
ら
二
条
を
引
く
（
太
田
「
第
二
編
」
一
〇
二
・
一
〇
三
頁
、
全
書

本
八
頁
下
段
）。

事
類
賦
珠
部
云
、
翫
玆
鯨
目
〈
裴
氏
広
州
記
曰
、
鯨
鯢
目
即
明
月
珠
、
故
死

不
見
有
目
精
〉、
照
夜
為
明
〈
魏
略
曰
、
大
秦
国
出
夜
光
珠
、
墨
氏
曰
、
和

氏
璧
、
夜
光
之
珠
、
諸
侯
所
宝
〉。

唐
の
李
嶠
『
百
廿
詠
』（
後
出
の
『
李
嶠
百
詠
』
に
お
な
じ
）
は
、
十
二
部
に

分
け
ら
れ
た
五
言
詩
百
二
十
首
を
も
っ
て
種
々
の
典
故
を
詠
み
あ
げ
た
、
一
種
の

類
書
と
し
て
附
注
本
が
唐
宋
時
代
に
お
お
い
に
流
行
し
た
。『
宝
鑰
鈔
』
は
「
行

雲
回
雪
即
死
尸
之
想
」（
真
言
宗
全
書
本
一
五
頁
上
段
）
に
注
し
て
本
書
を
二
条

引
く
。
そ
れ
ぞ
れ
『
百
廿
詠
』
乾
象
十
首
の
「
雨
」「
雪
」
か
ら
の
引
用
で
あ

る ）
37
（

。
百
詠
云
、
神
女
向
山
廻
〈
梁
尚
書
玉
均
特
曰
、
雨
点
散
円
文
風
生
、
楚
荘
王

遊
高
臺
観
夢
、
神
女
曰
、
浪
起
妾
在
巫
山
之
陽
、
朝
為
行
雨
、
暮
為
行
雲
。

趙
琮
注
神
女
賦
曰
、
妾
為
巫
山
之
女
、
朝
行
雲
暮
行
雨
是
也
、
蓋
李
公
之
幽

致
也
〉。

百
詠
云
、
逐
儛
花
光
動〈
舞
有
七
、
盤
回
雪
曲
、
言
雪
下
似
如
舞
、
趙
琮
注
、

趙
飛
燕
能
舞
、
宛
如
流
風
之
回
雪
之
〉。

以
上
、
五
種
の
書
の
引
用
部
分
を
掲
出
し
た
。『
勘
注
抄
』と『
宝
鑰
鈔
』と
、『
修

文
殿
御
覧
』
を
の
ぞ
い
て
利
用
に
出
入
り
が
あ
る
の
は
不
審
だ
が
、
挙
名
さ
れ
ず

に
引
か
れ
て
い
る
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。

二
　『
蒙
求
』
注
の
利
用

敦
光
は
『
蒙
求
』
の
注
も
常
用
し
て
い
る
。
唐
の
李
瀚
『
蒙
求
』
三
巻
は
、
中

国
古
代
か
ら
六
朝
時
代
ま
で
の
人
物
の
言
行
を
四
字
句
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
日

本
で
は
『
千
字
文
』『
李
嶠
百
詠
』『
和
漢
朗
詠
集
』
と
と
も
に
「
四
部
」
に
数
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最
後
は『
類
林
』で
あ
る
。『
類
林
』な
る
書
は
二
種
あ
る
。「
于
立
政
撰
類
林
十
巻
」

（『
新
唐
書
』
藝
文
志
、
類
書
類
）
と
「
裴
子
野
類
林
三
巻
」（『
新
唐
書
』
藝
文
志
、

小
説
家
類
）で
あ
る
。
と
も
に
散
佚
し
た
。『
日
本
国
見
在
書
目
録
』で「
類
林
五
巻
」

を
著
録
す
る
の
が
「
雑
家
」
で
あ
り
「
小
説
家
」
で
な
い
こ
と
な
ど
勘
案
す
る
と
、

敦
光
が
参
照
し
た
の
は
于
立
政
の
書
と
考
え
ら
れ
る ）

30
（

。『
三
教
指
帰
』
巻
上
の
「
展

季
」（
古
典
文
学
大
系
本
九
八
頁
）
の
注
に
、
敦
光
は
『
類
林
』
を
引
く
（『
勘
注

抄
』
巻
二
、
太
田
「
第
十
二
編
」
四
八
一
頁
）。

類
林
曰
、
柳
下
恵
、
字
展
禽
魯
人
、
嘗
従
遠
行
帰
家
、
逼
闇
不
及
郭
門
、
遂

独
止
宿
於
郭
門
下
、
須
臾
有
一
女
子
、
又
至
便
与
共
宿
、
時
天
大
寒
、
柳
下

恵
恐
女
子
凍
死
、
乃
坐
懐
中
、
以
衣
覆
之
、
至
於
天
曙
暁
、
而
不
為
礼マ

マ

。

金
の
王
朋
寿
『
類
林
雑
説
』
十
五
巻
が
現
存
す
る
。
こ
れ
は
于
立
政
『
類
林
』
を

増
補
し
た
書
と
考
え
ら
れ
、
柳
下
恵
の
話
柄
が
残
る
の
で
は
と
調
査
し
た
が
見
出

せ
な
か
っ
た ）

31
（

。

（
四
）『
秘
蔵
宝
鑰
鈔
』
と
類
書

『
宝
鑰
鈔
』
に
は
、『
修
文
殿
御
覧
』『
兼
名
苑
』『
白
氏
六
帖
事
類
集
』『
事
類
賦
』

の
四
類
書
お
よ
び
李
嶠
『
百
廿
詠
』
が
引
か
れ
て
い
る
。
い
ま
の
と
こ
ろ
、『
勘

注
抄
』
と
重
複
す
る
の
は
『
修
文
殿
御
覧
』
の
み
、『
初
学
記
』『
翰
苑
』『
琱
玉
集
』

『
類
林
』
の
利
用
は
確
認
さ
れ
な
い
。
ま
た
『
兼
名
苑
』
以
下
の
四
書
は
『
勘
注
抄
』

現
存
巻
に
見
え
な
い
。

ま
ず
『
修
文
殿
御
覧
』
の
利
用
か
ら
述
べ
よ
う
。『
宝
鑰
鈔
』
巻
上
に
「
泥
蛇
」

に
注
し
て
つ
ぎ
の
ご
と
く
あ
る
（
全
書
本
一
一
頁
下
段
、
太
田
次
男
「
第
二
編
」

一
三
二
・
一
三
三
頁
）。

御
覧
云
、
泥
蛇
、
土
龍
也
、
以
泥
為
之
祈
雨 ）

32
（

。

 

（「
泥
蛇
豈
有
応
龍
之
能
」
条
）

こ
の
「
御
覧
」
は
『
修
文
殿
御
覧
』
に
相
違
な
い
が
、
同
書
を
保
存
し
て
い
る
は

ず
の
『
太
平
御
覧
』
に
該
文
を
見
出
せ
な
か
っ
た
。『
太
平
御
覧
』
編
纂
時
に
落

と
し
た
か
。

釈
遠
年
『
兼
名
苑
』
は
、
六
朝
末
か
ら
初
唐
の
成
立
と
推
さ
れ
る
。『
日
本
国

見
在
書
目
録
』
雑
家
に
著
録
が
あ
り
、
源
順
『
倭
名
類
聚
抄
』
ほ
か
諸
書
に
引
か

れ
て
い
る ）

33
（

。『
宝
鑰
鈔
』
巻
上
に
「
磁
石
吸
綱マ
マ

」「
方
諸
招
水
」
の
二
条
に
本
書

を
引
く
（
と
も
に
全
書
本
五
頁
下
段
） ）

34
（

。

兼
名
苑
云
、
磁
石
一
名
鉄
姑
、
一
名
玄
石
、
生
慈
山
及
陰
山
、
殺
鉄
毒
也
。

 

（「
磁
石
吸
綱マ
マ

」
条
）

兼
名
苑
云
、
水
玉
一
名
方
諸
、
一
名
月
珠
、
水
精
也
。

 

（「
方
諸
招
水
」
条
）

『
兼
名
苑
』
は
す
で
に
散
佚
し
て
い
る
か
ら
、
両
条
は
同
書
の
佚
文
と
い
う
こ
と

に
な
る ）

35
（

。

白
居
易
『
白
氏
六
帖
事
類
集
』
は
、『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
著
録
が
な
く
、

日
本
舶
載
の
事
情
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。『
宝
鑰
鈔
』
は
「
摩
尼
燕
石
」（
全
書
本
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我
周
菓
、
何
異
哉
。
於
是
伯
夷
叔
斉
不
食
七
日
、
倶
餓
死
也
。

幸
い
な
こ
と
に
、
敦
光
が
引
い
た
『
琱
玉
集
』
の
文
章
は
、
残
存
す
る
巻
十
二
の

感
応
篇
に
あ
っ
て
、『
勘
注
抄
』
の
引
用
文
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た

『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』（
平
安
末
成
？
）
雑
、
述
懐
も
『
琱
玉
集
』
同
条
を
引
用
す

る ）
25
（

。『
琱
玉
集
』
真
福
寺
本
・『
勘
注
抄
』・『
和
漢
朗
詠
集
私
注
』、
三
者
を
く
ら

べ
て
み
れ
ば
、
そ
の
異
同
の
多
さ
に
お
ど
ろ
く
。
後
二
者
は
比
較
的
ち
か
い
本
文

を
も
つ
が
、
こ
れ
ら
と
真
福
寺
本
と
は
か
な
り
違
う
。
真
福
寺
本
を
引
い
て
お
こ

う
。『
勘
注
抄
』
と
一
致
す
る
部
分
に
傍
線
を
引
く
。

伯
夷
殷
時
遼
東
弧
竹
君
之
子
也
。
与
弟
叔
斉
、
倶
譲
其
位
、
而
帰
於
国
。
見

武
王
伐
紂
、
以
為
不
義
、
遂
隠
於
首
陽
之
山
、
不
食
周
粟
、
以
徴マ

マ

菜
為
粮
。

時
有
王
糜
子
、
往
難
之
曰
、
雖
不
食
我
周
粟
、
而
食
我
周
木
、
何
也
。
伯
夷

兄
弟
、
遂
絶
食
七
日
、
天
遣
白
鹿
乳
之
、
逕
由
数
日
、
叔
斉
腹
中
私
曰
、
得

此
鹿
宍
噉
之
、
豈
不
快
哉
。
於
是
鹿
知
其
心
、
不
復
来
下
、
伯
夷
兄
弟
、
倶

餓
死
也
。
出
列
士
伝
。

『
勘
注
抄
』
所
引
『
琱
玉
集
』
に
は
白
鹿
の
話
柄
は
ま
っ
た
く
出
て
こ
な
い
。
そ

の
ほ
か
基
本
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
は
共
通
す
る
も
の
の
、
修
辞
の
不
一
致
は
明
ら
か

だ
。『
琱
玉
集
』
の
本
文
は
鈔
本
に
よ
っ
て
か
な
り
幅
が
あ
っ
た
と
推
さ
れ
る ）

26
（

。

な
お
、
こ
の
伯
夷
叔
斉
兄
弟
が
首
陽
山
に
餓
死
す
る
有
名
な
話
し
は
『
史
記
』
巻

六
十
一
、
伯
夷
伝
に
も
見
え
る
が
、
同
伝
に
は
王
麻
子
（
王
糜
子
）
が
出
て
こ
な

い
。「
麻
子
之
責
」
へ
の
施
注
で
あ
る
か
ら
、『
史
記
』
で
は
具
合
が
悪
い
。
そ
こ

で
敦
光
は
熟
知
す
る
『
史
記
』
伯
夷
伝
で
は
な
く
『
琱
玉
集
』
に
よ
っ
た
の
だ
ろ

う ）
27
（

。敦
光
は
も
う
二
箇
所
、『
琱
玉
集
』
を
引
用
し
て
い
る
。『
三
教
指
帰
』
巻
上
の

「
鍾
・
張
」（
古
典
文
学
大
系
本
九
五
頁
）
の
注
に
か
く
あ
る
（『
勘
注
抄
』
巻
二
、

太
田
「
第
十
二
編
」
四
四
四
頁
） ）

28
（

。

琱
玉
集
曰
、
鍾
繇
字
元
常
、
魏
時
穎
川
長
秋
人
也
、
位
至
大
傅
、
善
能
楷

篆
、
亦
採
伯
喈
之
法
、
制
造
八
方
、
是
時
、
陳
寔
称
碑
、
蔡
邕
為
文
、
鍾
繇

書
之
、
号
曰
三
絶
。　

又
云
、
伯
映
、
姓
張
名
芝
、
字
伯
映
、
後
漢
敦
煌
人

也
、
草
書
妙
絶
、
韋
誕
謂
之
草
聖
、
下
筆
必
為
楷
法
。

書
の
名
人
た
る
鍾
繇
と
張
芝
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
両
条
と
も
真
福
寺
本
に
な

く
、『
琱
玉
集
』
の
佚
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
鍾
繇
は
『
三
国
志
』
魏
書
、
巻

十
三
に
伝
が
あ
る
。
い
ま
の
と
こ
ろ
『
三
国
志
』
を
ふ
く
め
こ
の
話
柄
は
『
琱
玉

集
』
同
条
の
ほ
か
見
出
せ
な
い
。

張
芝
の
伝
は
、
范
曄
『
後
漢
書
』
列
伝
五
十
五
、
父
の
張
奐
の
伝
に
附
伝
さ
れ

て
い
る
。
全
文
を
引
い
て
も
、
わ
ず
か
「
長
子
芝
、
字
伯
映
、
最
知
名
。
芝
及
弟

昶
、
字
文
舒
、
並
善
草
書
、
至
今
称
伝
之
」
と
あ
る
だ
け
、
こ
れ
に
李
賢
が
注
し

て
「
王
愔
文
志
曰
、
芝
少
持
高
操
…
…
韋
仲
将
謂
之
草
聖
也
」
と
い
う
。「
仲
将
」

は
韋
誕
の
字
。
張
芝
の
く
だ
ん
の
故
事
を
敦
光
は
よ
く
知
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
後

述
す
る
『
蒙
求
』
の
第
三
二
〇
句
は
「
伯
英
草
聖
」
な
の
だ
か
ら ）

29
（

。
し
か
し
敦

光
は
『
蒙
求
』
注
ま
た
范
書
か
ら
引
用
せ
ず
、『
琱
玉
集
』
を
も
ち
い
た
。
理
由

は
分
か
ら
な
い
。
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と
は
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
故
事
を
敦
光
が
知
ら
な
い
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
文
献
的
状
況
は
『
修
文
殿
御
覧
』
出
典
説
を
支
持
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

『
史
記
』
の
出
処
を
あ
わ
せ
考
え
れ
ば
、
事
態
は
変
わ
っ
て
く
る
。

敦
光
の
引
い
た
『
史
記
』
の
文
章
は
、
同
書
巻
六
十
九
、
蘇
秦
伝
の
冒
頭
で
あ

る
。
そ
の
す
ぐ
あ
と
、
裴
駰
「
集
解
」
が
『
戦
国
策
』
か
ら
蘇
秦
の
該
話
を
引
用

し
て
い
る
。
平
安
時
代
の
日
本
人
は
『
史
記
』
を
裴
駰
『
史
記
集
解
』
八
十
巻
に

よ
っ
て
読
ん
で
い
た
か
ら ）

20
（

、『
史
記
』
蘇
秦
伝
に
よ
れ
ば
、
上
掲
の
『
史
記
』
も

『
戦
国
策
』
も
ま
と
め
て
引
け
て
し
ま
う
。
文
章
博
士
の
敦
光
に
と
っ
て
不
可
能

事
で
は
な
い
。
上
掲
の
『
太
平
御
覧
』
髀
股
に
『
史
記
』
蘇
秦
伝
の
引
載
は
な
い

の
で
、
こ
の
ば
あ
い
『
修
文
殿
御
覧
』
よ
り
も
、
同
時
に
両
文
を
引
け
る
『
史
記
』

の
ほ
う
が
出
典
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。
し
か
し
『
史
記
』
は
原
典
か
ら
、『
戦
国
策
』

は
『
修
文
殿
御
覧
』
か
ら
と
い
う
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い
。
蘇
秦
の
故
事
は
有

名
だ
か
ら
、『
蒙
求
』
の
よ
う
な
著
名
人
言
行
録
集
の
佚
書
が
あ
っ
て
、
こ
れ
か

ら
『
史
記
』
も
『
戦
国
策
』
も
引
い
た
の
か
も
し
れ
な
い ）

21
（

。
つ
ま
り
確
定
的
な

こ
と
を
い
い
が
た
い
。

（
三
）『
翰
苑
』『
琱
玉
集
』『
類
林
』
の
利
用

『
勘
注
抄
』
に
は
『
初
学
記
』『
修
文
殿
御
覧
』
以
外
の
類
書
も
利
用
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
を
一
瞥
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
『
翰
苑
』
で
あ
る
。『
翰
苑
』
三
十
巻
は
唐
の
張
楚
金
撰
。
完
本
は
伝
わ

ら
ず
、
わ
ず
か
に
巻
三
十
お
よ
び
叙
が
日
本
に
伝
存
す
る
の
み
（
大
宰
府
天
満
宮

蔵
） ）

22
（

。『
三
教
指
帰
』
巻
上
の
「
俯
方
載
」（
古
典
文
学
大
系
本
八
八
頁
）
の
注
に
、

敦
光
は
『
翰
苑
』
を
引
く
（『
勘
注
抄
』
巻
一
、
太
田
「
第
十
二
編
」
三
七
二
頁
）。

翰
苑
云
、
智
俯
方
載
、
神
法
円
穹
。

ま
た
『
三
教
指
帰
』
は
巻
下
の
「
儒
童
迦
葉
」（
古
典
文
学
大
系
本
一
二
六
頁
）

の
注
に
も
『
翰
苑
』
を
引
く
（『
勘
注
抄
』
巻
五
、
太
田
「
第
十
一
編
」
二
二
五
頁
）。

翰
苑
云
、
老
聃
迦
葉
、
弘
至
道
於
玄
門
、
孔
曰
儒
童
、
闡
微
言
於
儒
訓
。

『
翰
苑
』
は
す
で
に
佚
書
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
は
『
翰
苑
』
の
佚
文
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
と
も
に
同
文
を
現
存
漢
籍
中
に
見
出
せ
な
い
。

つ
い
で
『
琱
玉
集
』
で
あ
る
。
同
書
は
唐
代
に
成
っ
た
私
撰
の
類
書
と
さ
れ

る ）
23
（

。
撰
者
は
不
明
、
完
本
は
伝
わ
ら
ず
、
巻
十
二
と
巻
十
四
が
日
本
に
伝
存
す

る
の
み
で
あ
る
（
真
福
寺
宝
生
院
蔵
）。『
三
教
指
帰
』
巻
上
の
「
靡
明
靡
晦
、
誰

致
麻
子
之
責
」（
古
典
文
学
大
系
本
九
二
頁
）
の
注
に
、
敦
光
は
『
琱
玉
集
』
を

引
く ）

24
（

。『
勘
注
抄
』
で
は
比
較
的
長
い
引
用
で
あ
る
（『
勘
注
抄
』
巻
一
、
太
田
「
第

十
二
編
」
四
〇
八
〜
四
〇
九
頁
）。

琱
玉
集
云
、
伯
夷
殷
時
遼
東
弧
竹
君
之
子
也
。
父
卒
、
伯
夷
当
立
、
乃
譲
与

異
母
弟
、
而
与
親
弟
叔
斉
来
帰
於
周
、
而
諫
武
王
不
令
伐
紂
、
武
王
大
怒
、

即
欲
殺
之
、
太
公
望
諫
方
得
免
命
、
兄
弟
遂
隠
於
首
陽
山
、
以
諫
武
王
不

忠
、
乃
不
食
周
粟
、
唯
食
薇
延
命
而
已
。
于
時
王
麻
子
入
山
見
之
曰
、
君
等

何
賢
人
、
独
愛
山
渓
。
伯
夷
等
対
（
曰
）、
吾
等
遼
東
君
之
子
、
父
薨
之
後

奔
周
、
当
武
王
不
義
、
隠
於
此
山
、
不
食
周
粟
、
以
菓
薇
為
食
。
麻
子
曰
、

普
天
之
下
、
莫
非
王
土
、
率
土
之
民
、
莫
非
王
臣
、
雖
不
食
我
周
粟
、
然
食
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決
め
手
を
缺
く
ば
あ
い
が
大
半
で
あ
る
。『
修
文
殿
御
覧
』
に
つ
い
て
も
利
用
の

可
能
性
は
指
摘
で
き
て
も
、
確
言
で
き
る
だ
け
の
証
拠
が
そ
ろ
う
こ
と
は
少
な

い
。例

を
挙
げ
て
み
よ
う
か
。『
三
教
指
帰
』
空
海
序
の
「
二
九
遊
聴
槐
市
、
拉
雪

蛍
於
猶
怠
、
怒
縄
錐
之
不
勤
」（
古
典
文
学
大
系
本
八
四
頁
）
の
注
、
敦
光
が
施

注
し
た
語
に
傍
線
を
引
い
た
。
こ
の
う
ち
、「
雪
」「
蛍
」「
縄
」
は
『
蒙
求
』
注

か
ら
の
引
用
で
あ
る
（
後
述
）。
問
題
は
「
槐
市
」「
錐
」
の
注
で
、
敦
光
は
前
者

に
『
三
輔
黄
図
』、
後
者
に
『
史
記
』『
戦
国
策
』
を
引
く
（『
勘
注
抄
』
巻
一
、

太
田
「
第
十
二
編
」
三
三
五
・
三
三
六
頁
）。

三
輔
黄
図
曰
、
元
始
四
年
、
起
明
堂
為
博
士
舎
、
但
列
槐
樹
、
諸
生
各
持
所

出
物
経
書
、
相
与
売
買
、
論
議
槐
市
。

史
記
、
蘇
秦
者
東
周
洛
陽
人
也
、
東
事
師
於
斉
而
習
之
於
鬼
谷
先
生
。　

戦

国
策
曰
、
蘇
秦
読
書
、
欲
睡
引
錐
、
自
刺
其
股
、
血
流
至
踵
。

「
三
輔
黄
図
」
は
、
漢
代
の
長
安
を
し
る
し
た
地
誌
の
佚
名
撰
『
三
輔
黄
図
』
六

巻
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
本
条
は
同
書
の
現
行
本
に
な
く ）

17
（

、
ま
た
敦
光
が

原
典
か
ら
直
接
引
く
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
こ
で
類
書
を
検
索
す
れ
ば
、『
初

学
記
』
に
も
な
く
、『
太
平
御
覧
』
巻
九
百
五
十
四
、
木
部
、
槐
に
つ
ぎ
の
文
章

が
見
つ
か
る ）

18
（

。
む
ろ
ん
『
修
文
殿
御
覧
』
か
ら
の
流
用
で
あ
ろ
う
。『
勘
注
抄
』

と
の
一
致
部
分
に
傍
線
を
引
く
。

三
輔
黄
図
曰
、
元
始
四
年
、
起
明
堂
辟
雍
、
為
博
士
舎
三
十
区
、
為
会
市
、

但
列
槐
樹
数
百
行
、
諸
生
朔
望
会
此
市
、
各
持
其
郡
所
出
物
及
経
書
、
相
与

売
買
、
雍
雍
揖
譲
、
論
議
槐
下
、
侃
侃
誾
誾
。

『
太
平
御
覧
』
の
ほ
う
が
情
報
量
が
多
く
、『
勘
注
抄
』
の
注
文
が
節
略
文
と
知
ら

れ
る
。
ほ
か
に
出
典
と
し
て
適
当
な
例
を
見
出
し
が
た
い
う
え
、「
槐
」
の
類
目

に
箇
条
さ
れ
て
い
る
点
は
出
典
の
根
拠
に
な
り
得
る
が
、
わ
た
し
は
『
修
文
殿
御

覧
』
を
出
典
に
擬
す
る
に
は
躊
躇
を
お
ぼ
え
る
。
節
略
者
を
敦
光
と
判
断
す
る
根

拠
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
節
略
し
た
文
を
引
載
し
た
佚
書
か
ら
の
引
用
か

も
し
れ
ず
、
要
す
る
に
何
と
も
い
え
な
い
。

『
戦
国
策
』
の
出
処
に
つ
い
て
も
、『
修
文
殿
御
覧
』
の
可
能
性
を
指
摘
で
き
る

も
の
の
、
結
局
は
何
と
も
い
え
な
い
。
該
話
は
蘇
秦
が
睡
魔
に
襲
わ
れ
た
と
き
錐

を
股
に
突
き
刺
し
た
と
い
う
説
話
で
あ
る
。
敦
光
の
引
文
は
『
戦
国
策
』
巻
三
、

秦
策
に
見
え
、
該
話
の
典
拠
と
し
て
は
こ
れ
を
引
く
の
が
通
例
と
い
っ
て
よ
い
。

『
戦
国
策
』
は
日
本
の
儒
家
が
そ
う
そ
う
読
む
漢
籍
で
は
な
く
、
常
識
的
に
は
類

書
か
ら
の
孫
引
き
と
ま
ず
は
想
定
す
べ
き
だ
ろ
う
。『
初
学
記
』
に
は
適
当
な
文

章
が
な
い
け
れ
ど
、『
太
平
御
覧
』
巻
三
百
七
十
二
、
人
事
部
に
「
髀
股
」
の
類

目
が
見
つ
か
り
、
そ
し
て
つ
ぎ
の
文
章
が
目
に
入
る ）

19
（

。

戦
国
策
曰
、
蘇
秦
読
書
、
欲
睡
引
錐
、
自
刺
其
股
、
血
流
至
踵
。

ま
っ
た
く
の
同
文
だ
。
蘇
秦
の
該
話
は
苦
学
を
表
す
有
名
な
故
事
で
、「
股
を
刺

す
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
さ
え
記
憶
し
て
い
れ
ば
、『
修
文
殿
御
覧
』を
検
索
し「
髀

股
」
の
類
目
を
見
出
し
蘇
秦
の
く
だ
ん
の
故
事
を
叙
し
た
一
条
を
探
し
当
て
る
こ
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御
覧
4

4

豊
稔
郭4

云
、
赤4

子
正
書
曰
、
歳
在
申4

酉
、
乞
漿
得
酒
。

本
条
は
、『
三
教
指
帰
』
の
「
乞
漿
得
酒
」（
古
典
文
学
大
系
本
一
〇
〇
頁
）
の
注

と
し
て
引
か
れ
る
。
こ
の
「
御
覧
豊
稔
郭
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。『
勘
注
抄
』

の
体
例
を
勘
案
す
れ
ば
書
名
に
は
違
い
な
い
。
手
が
か
り
は
「
御
覧
」
の
二
字
で

あ
る
。「
御
覧
」
と
聞
け
ば
、
文
献
学
者
は
ま
ず
『
太
平
御
覧
』
を
想
起
す
る
だ

ろ
う
。
北
宋
の
太
平
興
国
八
年
（
九
八
四
）
に
成
っ
た
一
千
巻
の
類
書
で
あ
る
。

じ
つ
は
、『
太
平
御
覧
』
巻
三
十
五
、
時
序
部
に
「
豊
稔
」
の
類
目
が
あ
り
、

つ
ぎ
の
一
文
が
あ
る
。

袁4

子
正
書
曰
、
語
曰
、
歳
在
辛4

酉
、
乞
漿
得
酒
。

い
っ
た
い
高
野
山
霊
宝
館
本
は
誤
写
が
少
な
く
な
い
の
だ
が
、「
赤
」
は
「
袁
」

の
誤
写
だ
ろ
う
し
、「
豊
稔
郭4

」
は
「
豊
稔
部4

」
の
誤
り
だ
ろ
う
。「
郭
」
と
「
部
」

と
の
草
体
は
よ
く
似
る
。
こ
れ
ら
は
『
勘
注
抄
』
原
撰
本
に
正
し
く
あ
っ
た
字
面

が
転
写
の
過
程
で
誤
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
勘
注
抄
』
が
「
申4

酉
」
に
作
る

と
こ
ろ
、「
申
酉
」の
干
支
は
存
在
し
な
い
の
で
、
こ
れ
は『
太
平
御
覧
』の「
辛4

酉
」

が
正
し
い
。「
辛
酉
」
を
「
申
酉
」
に
誤
写
す
る
例
は
中
国
で
も
見
ら
れ
、
こ
れ

は
敦
光
の
依
拠
し
た
書
が
す
で
に
「
申
酉
」
に
誤
っ
て
い
た
と
推
さ
れ
る ）

12
（

。

敦
光
の
歿
年
は
天
養
元
年
（
一
一
四
四
）
だ
か
ら
、
時
間
的
に
か
れ
は
『
太
平

御
覧
』を
閲
覧
で
き
る
。
た
だ『
太
平
御
覧
』の
舶
載
に
つ
い
て
は
、
治
承
三
年（
一

一
七
九
）に
平
清
盛
が
購
入
し
高
倉
天
皇
に
上
呈
し
た
の
が
最
早
の
記
録
で
あ
り
、

こ
の
清
盛
の
『
太
平
御
覧
』
刊
本
の
入
手
が
日
本
初
伝
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る ）

13
（

。『
勘
注
抄
』
の
「
御
覧
」
を
『
太
平
御
覧
』
に
擬
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
し
か
し
『
太
平
御
覧
』
と
の
酷
似
は
無
視
で
き
な
い
。

こ
こ
で
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
類
書
の
継
承
関
係
で
あ
る
。
類
書
は

つ
ま
る
と
こ
ろ
諸
書
の
引
用
集
だ
が
、
そ
の
編
纂
に
は
先
行
類
書
を
藍
本
に
も
つ

の
が
通
例
で
あ
っ
た
。『
太
平
御
覧
』
も
例
外
で
は
な
く
、『
修
文
殿
御
覧
』
を
ほ

ぼ
そ
っ
く
り
流
用
し
て
成
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る ）

14
（

。
同
書
は
す
で
に
散
佚

し
て
い
る
け
れ
ど
、
藍
本
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
幸
い
し
て
、『
太
平
御
覧
』

中
に
ほ
ぼ
保
存
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
『
太
平
御
覧
』
は
『
修
文
殿
御
覧
』
の
分

類
を
基
本
的
に
踏
襲
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
た
と
え
ば
、『
修
文
殿
御
覧
』

豊
稔
の
各
条
文
は
ま
と
ま
っ
て
『
太
平
御
覧
』
豊
稔
に
移
録
さ
れ
た
は
ず
な
の
だ
。

果
た
し
て
、
さ
き
に
引
い
た『
太
平
御
覧
』豊
稔
の『
袁
子
正
書
』の
一
文
は
、『
修

文
殿
御
覧
』
の
豊
稔
に
収
載
さ
れ
た
『
袁
子
正
書
』
同
文
を
流
用
し
た
も
の
と
推

定
で
き
る
。
周
知
の
よ
う
に
、『
修
文
殿
御
覧
』
は
、「
御
覧
」
の
略
称
を
も
っ
て

平
安
か
ら
鎌
倉
時
代
の
書
に
し
ば
し
ば
引
か
れ
た ）

15
（

。『
勘
注
抄
』の
さ
き
の「
御
覧
」

が『
修
文
殿
御
覧
』で
あ
る
こ
と
は
、
も
は
や
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
敦
光
は『
修

文
殿
御
覧
』
を
手
に
し
、
そ
の
豊
稔
の
類
か
ら
『
袁
子
正
書
』
を
引
い
た
の
で
あ

る ）
16
（

。『
勘
注
抄
』
現
存
巻
に
「
御
覧
」
の
文
字
は
こ
の
一
箇
所
に
見
え
る
だ
け
、『
宝

鑰
鈔
』に
目
を
や
れ
ば
さ
ら
に
も
う
一
条
の
利
用
が
確
認
で
き
る
け
れ
ど（
後
述
）、

敦
光
の
『
修
文
殿
御
覧
』
利
用
が
わ
ず
か
二
条
に
止
ま
る
と
は
考
え
に
く
い
。
た

だ
、
い
ま
の
と
こ
ろ
同
書
利
用
の
徴
証
を
追
加
す
る
に
も
い
た
っ
て
い
な
い
。

い
っ
た
い
類
書
利
用
の
痕
迹
は
、
挙
名
を
の
ぞ
け
ば
、
な
か
な
か
残
り
に
く
い

も
の
だ
。
原
典
か
類
書
か
の
判
別
は
、
節
略
の
具
合
や
類
書
の
類
目
に
か
か
わ
る

引
用
の
合
理
性
な
ど
を
慎
重
に
点
検
し
て
は
じ
め
て
可
能
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
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『
勘
注
抄
』
は
孫
盛
『
逸
人
伝
』
を
も
っ
て
引
証
す
る
（『
勘
注
抄
』
巻
二
、
太
田

「
第
十
二
編
」
四
三
六
頁
）。

孫
盛
逸
人
伝
曰
、
丁
蘭
者
河
内
人
也
、
少
喪
考
妣
、
不
及
供
養
、
乃
刻
木
為

人
、
髣
髴
親
形
、
事
之
若
生
、
朝
夕
定
省
。
行
役
隣
人
張
叔
妻
従
蘭
妻
有
所

借
、
蘭
妻
跪
報
木
人
、
〃
〃
不
悦
、
不
以
借
之
、
叔
酔
疾
来
、
酣
罵
木
人
、

以
杖
敲
其
頭
。
蘭
遂
見
木
人
色
不
懌
、
及
問
其
妻
、
〃
具
以
告
之
、
即
奮
剣

殺
張
叔
。
吏
捕
蘭
、
〃
辞
木
人
去
、
木
人
見
蘭
、
為
之
垂
涙
、
郡
県
嘉
其
至

孝
、
通
於
神
明
、
円
其
形
象
於
霊
台
也
。

孫
盛
『
逸
人
伝
』
は
、
孫
盛
の
伝
（『
晋
書
』
巻
八
十
二
）
に
も
見
え
ず
、
よ
く

分
か
ら
な
い
書
で
あ
る
（『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
著
録
な
し
）。
こ
の
丁
蘭
の

一
条
が
ほ
ぼ
唯
一
の
佚
文
の
よ
う
で
、
敦
光
は
某
書
か
ら
孫
引
き
し
た
は
ず
だ
。

そ
の
出
処
は
、『
初
学
記
』
巻
十
七
、
人
部
の
第
四
の
類
目
「
孝
」
で
あ
る
可
能

性
が
た
か
い ）

10
（

。
そ
こ
に
「
丁
蘭
円
形
」
の
条
が
あ
っ
て
孫
盛
『
逸
人
伝
』
の
同

一
文
を
引
載
す
る
。
相
違
す
る
字
面
も
あ
る
が
誤
写
の
レ
ベ
ル
で
、
ま
ず
は
首
尾

全
同
と
い
っ
て
よ
い
。

空
海
は
そ
の
直
後
に
、
忠
臣
の
故
事
に
典
拠
す
る
語
を
つ
づ
け
る
。
そ
の
う
ち

に
「
出
肝
」「
割
心
」
の
二
語
が
あ
る
（
古
典
文
学
大
系
本
九
五
頁
）。
前
者
は
殺

さ
れ
た
懿
公
の
肝
を
自
分
の
そ
れ
と
入
れ
替
え
た
弘
演
の
故
事
を
、
後
者
は
殷
の

紂
王
を
諫
め
て
胸
を
裂
か
れ
た
比
干
の
故
事
を
そ
れ
ぞ
れ
ふ
ま
え
る
。
敦
光
は
前

者
に
注
し
て
『
呂
氏
春
秋
』
巻
十
一
、
忠
廉
の
文
章
を
引
く
（『
勘
注
抄
』
巻
二
、

太
田
「
第
十
二
編
」
四
三
九
頁
）。
問
題
は
敦
光
が
『
呂
氏
春
秋
』
を
何
か
ら
引

用
し
た
か
だ
。『
初
学
記
』
巻
十
七
、
人
部
の
第
三
の
類
目
に
「
忠
」
が
あ
り
、

忠
臣
の
故
事
を
蒐
集
す
る
。「
弘
演
納
肝
」
の
条
も
あ
っ
て
『
呂
氏
春
秋
』
を
引

載
し
て
い
る
。
し
か
し
『
勘
注
抄
』
の
引
文
が
省
略
の
ほ
と
ん
ど
な
い
長
文
な
の

に
対
し
、『
初
学
記
』
所
引
の
そ
れ
は
節
略
文
で
あ
る ）

11
（

。
い
ま
『
呂
氏
春
秋
』
原

典
の
ほ
か
に
『
勘
注
抄
』
に
一
致
す
る
文
章
を
見
出
せ
な
い
。
後
者
に
つ
い
て
、

敦
光
は
『
尚
書
』・
孔
安
国
伝
と
『
史
記
』
と
を
引
証
し
て
い
る
。『
尚
書
』
は
泰

誓
篇
、『
史
記
』は
巻
三
、
殷
本
紀
が
原
典
で
あ
る
。『
初
学
記
』に
も「
弘
演
納
肝
」

の
し
ば
ら
く
あ
と
、「
剖
心
」
の
条
が
あ
っ
て
『
尚
書
』
と
孔
伝
と
の
同
一
条
を

引
載
す
る
（『
史
記
』
は
引
か
ず
）。
た
だ
『
初
学
記
』
の
引
載
文
に
省
略
が
あ
っ

て
、『
勘
注
抄
』
の
出
典
で
は
あ
り
え
な
い
。
い
ま
出
典
と
し
て
有
力
な
の
は
『
尚

書
正
義
』
で
あ
る
。
同
書
巻
十
一
、
泰
誓
下
に
よ
れ
ば
、
経
文
・
孔
伝
だ
け
で
な

く
、
孔
穎
達
疏
か
ら
『
史
記
』
さ
え
も
、
不
足
な
く
引
用
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
敦
光
は
『
初
学
記
』
の
巻
十
七
、
人
部
を
見
な
が
ら
、「
丁
」

へ
の
施
注
で
は
こ
れ
か
ら
引
用
し
、「
出
肝
」「
割
心
」
へ
の
施
注
で
は
こ
れ
か
ら

引
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
後
者

は
、『
初
学
記
』
の
引
載
文
に
不
満
を
お
ぼ
え
さ
ら
に
博
捜
し
た
結
果
な
の
か
。

わ
た
し
は
『
初
学
記
』
か
ら
の
孫
引
き
で
注
の
用
は
足
る
と
思
う
の
だ
が
、
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。『
初
学
記
』利
用
の
不
審
に
つ
い
て
は
、
後
段
で
ふ
た
た
び
ふ
れ
る
。

（
二
）『
修
文
殿
御
覧
』
の
利
用

『
修
文
殿
御
覧
』
三
百
六
十
巻
は
、
北
斉
の
武
平
四
年
（
五
七
三
）
に
成
っ
た

類
書
で
あ
る
。『
勘
注
抄
』
巻
二
の
末
尾
ち
か
く
に
つ
ぎ
の
注
文
が
見
え
る
（
太

田
「
第
十
二
編
」
五
〇
四
頁
）。

349



池田　昌広 （ 3 ）

京都産業大学論集 人文科学系列 第 54 号 令和 3 年 3 月

頁
）。
な
お
、
引
用
文
に
見
え
る
書
目
は
、
見
や
す
さ
を
考
慮
し
て
ゴ
チ
ッ
ク
で

し
め
す
。
以
下
、
お
な
じ
。

礼
記
曰
、
歳
十
二
月
、
合
聚
万
物
以
索
饗
也
。　

初
学
記
曰
、
漢
以
戌
日
為

臘
、
魏
以
辰
、
晋
以
丑
。　

蔡
邕
独
断
云
、
臘
者
、
歳
終
大
祭
、
縦
吏
民
宴

飲
。　

風
俗
通
曰
、
夏
曰
清
祀
、
殷
曰
嘉
平
、
周
曰
大
蜡
、
漢
曰
臘
、
臘
者

猟
也
、
因
猟
取
獣
以
祭
。　

説
文
曰
、
臘
、
冬
至
後
祭
百
神
也
。　

玉
燭
宝

典
曰
、
臘
者
祭
先
祖
也
。

敦
光
が
都
合
六
つ
の
漢
籍
を
引
く
う
ち
に
「
初
学
記
」
の
名
が
見
え
る
。
上
掲
文

は
『
初
学
記
』
巻
四
、
歳
時
部
、
臘
に
あ
る
。『
初
学
記
』
に
典
拠
と
な
る
書
名

は
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
他
書
か
ら
の
引
用
で
は
な
く
徐
堅
ら
の
作
文
と
思
し

い
。
そ
こ
で
「
初
学
記
曰
」
と
書
い
た
の
だ
ろ
う
。
該
文
は
『
初
学
記
』
以
外
に

見
出
せ
ず
、
敦
光
の
『
初
学
記
』
利
用
は
確
実
で
あ
る
。

『
初
学
記
』
の
利
用
が
こ
の
一
文
に
止
ま
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
た
と
え
ば

上
掲
の
注
文
、『
初
学
記
』
を
の
ぞ
く
五
書
を
敦
光
は
何
か
ら
引
い
た
の
か
。
じ

つ
は
こ
れ
ら
五
書
の
文
章
は
、
す
べ
て
『
初
学
記
』
歳
時
部
、
臘
に
引
載
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
『
初
学
記
』
の
臘
だ
け
で
引
用
は
ま
か
な
え
て
し
ま
う
の
だ
。
敦

光
が
『
初
学
記
』
か
ら
す
べ
て
の
引
用
を
効
率
よ
く
な
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然

で
あ
ろ
う ）

7
（

。

『
初
学
記
』
の
利
用
は
さ
ら
に
拡
が
る
。
た
と
え
ば
、
お
な
じ
く
空
海
序
の
冒

頭
「
含
筆
」（
古
典
文
学
大
系
本
八
四
頁
）
へ
の
注
、
敦
光
は
『
釈
名
』『
博
物
志
』

『
説
文
』
の
三
書
を
も
っ
て
引
証
す
る
（『
勘
注
抄
』
巻
一
、
太
田
「
第
十
二
編
」

三
三
〇
頁
）。

釈
名
曰
、
筆
述
也
、
謂
述
事
而
言4

之
也
。
案4

博
物
志
、
蒙
恬
造
筆
。
説
文

云
、
楚
謂
之
聿
、
呉
謂
之
不
律
、
燕
謂
之
弗
、
秦
謂
之
筆
。

こ
の
三
書
は
『
初
学
記
』
巻
二
十
一
、
文
部
、
筆
か
ら
ま
と
め
て
引
用
さ
れ
た
文

章
と
推
さ
れ
る
。『
初
学
記
』
の
条
文
を
引
こ
う
。

釈
名
曰
、
筆
述
也
、
謂
述
事
而
書4

之
也
。
案4

博
物
志
、
蒙
恬
造
筆
…
…
説
文

曰
、
楚
謂
之
聿
、
呉
謂
之
不
律
、
燕
謂
之
払
、
秦
謂
之
筆
、
是
也
。

ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
敦
光
が
「
博
物
志
曰
」
と
せ
ず
「
案
博
物
志
」
と
書
い
た
の

は
、『
初
学
記
』
の
文
字
を
忠
実
に
写
し
た
結
果
と
知
ら
れ
る ）

8
（

。

以
上
、『
勘
注
抄
』
の
「
臘
月
」「
含
筆
」
へ
の
注
を
検
討
し
た
。
そ
こ
に
引
か

れ
た
諸
書
が
、『
初
学
記
』
の
そ
れ
ぞ
れ
「
臘
」「
筆
」
の
類
目
に
条
録
さ
れ
て
い

た
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
敦
光
は
「
臘
」「
筆
」
の
類
目
名
を
手
が
か
り
に
、

要
領
よ
く
望
み
の
文
章
を
見
つ
け
た
の
だ
。
原
典
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
引
用
す
る
な
ど

あ
り
え
な
い
。

し
か
し
『
初
学
記
』
の
利
用
に
は
不
可
解
な
こ
と
も
あ
る
。
同
書
巻
十
七
、
人

部
を
例
に
そ
れ
を
説
こ
う
。『
三
教
指
帰
』
巻
上
に
孝
子
に
由
来
す
る
語
を
列
記

し
た
く
だ
り
が
あ
る
（
古
典
文
学
大
系
本
九
四
頁
）。
そ
の
う
ち
「
軼
孟
丁4

之
輩
」

の
「
丁
」
と
は
、『
蒙
求
』
第
四
一
五
句
「
丁
蘭
刻
木
」
で
知
ら
れ
る
故
事
を
ふ

ま
え
る
。
母
の
木
像
を
刻
み
生
前
と
同
様
に
つ
か
え
た
丁
蘭
の
話
柄
で
あ
る ）

9
（

。
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る
は
ず
で
あ
る
。『
宝
鑰
鈔
』
に
つ
い
て
も
同
様
に
複
数
の
類
書
を
参
照
し
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
た
。『
勘
注
抄
』『
宝
鑰
鈔
』
所
引
漢
籍
の
典
拠
に
つ
い
て
は
、

西
崎
亨
お
よ
び
河
野
貴
美
子
に
よ
る
、
と
く
に
音
義
注
を
分
析
し
た
論
考
が
あ
る

く
ら
い
で
、
先
行
研
究
は
少
な
い ）

1
（

。
く
だ
ん
の
類
書
の
問
題
も
小
論
に
よ
っ
て

初
め
て
論
じ
ら
れ
る
。

古
代
中
世
の
学
問
は
畢
竟
、
古
典
へ
の
加
注
と
い
う
営
為
に
代
表
さ
れ
よ
う

が
、
院
政
期
の
学
問
を
論
じ
る
う
え
で
、
敦
光
の
方
法
は
一
つ
の
指
標
た
り
う

る
。
か
れ
の
や
り
方
が
博
士
家
一
般
と
大
き
く
相
違
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く

く
、
当
時
の
到
達
点
を
し
め
し
な
が
ら
、
標
準
的
な
参
考
書
の
如
何
を
わ
れ
わ
れ

に
伝
え
て
い
る
。
小
論
は
、
院
政
期
の
学
問
の
場
で
い
か
な
る
漢
籍
が
受
容
さ
れ

て
い
た
か
、
敦
光
の
著
作
を
も
っ
て
例
示
し
て
み
た
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、『
勘

注
抄
』
は
、『
三
教
指
帰
』
の
正
文
す
べ
て
に
注
解
の
文
章
を
ほ
ど
こ
し
た
大
部

な
書
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
完
存
せ
ず
、
六
巻
の
う
ち
巻
一
・
二
・
五
お
よ
び
巻
三

の
一
部
が
つ
た
わ
る ）

2
（

。『
宝
鑰
鈔
』
は
完
存
す
る ）

3
（

。

さ
て
、『
勘
注
抄
』
の
出
典
を
論
じ
る
に
つ
い
て
は
、
先
行
の
『
三
教
指
帰
』

注
と
の
関
係
を
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。『
三
教
指
帰
』
の
早
期
の
注
釈
と

し
て
敦
光
注
の
ほ
か
に
、
釈
成
安
『
三
教
指
帰
注
集
』
三
巻
、
釈
覚
明
『
三
教
指

帰
注
』
三
巻
が
あ
る
。
後
者
は
『
三
教
指
帰
注
集
』
と
『
勘
注
抄
』
と
を
参
照
し

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
敦
光
以
降
の
著
作
と
確
言
で
き
る
。
前
者
は
巻

上
の
序
に
よ
っ
て
寛
治
二
年
（
一
〇
八
八
）
の
成
書
と
知
ら
れ
る
。『
勘
注
抄
』

の
成
立
時
期
は
つ
ま
び
ら
か
で
な
い
。
た
だ
寛
治
二
年
当
時
、
敦
光
が
な
お
二

十
六
歳
で
あ
っ
て
文
章
得
業
生
に
も
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば ）

4
（

、

ま
ず
は
『
三
教
指
帰
注
集
』
が
『
勘
注
抄
』
に
い
く
ら
か
先
行
す
る
書
で
あ
っ
た

と
想
定
し
て
お
く
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う ）

5
（

。
と
い
う
こ
と
は
、
敦
光
は
『
三
教
指

帰
注
集
』
を
参
照
す
る
こ
と
が
時
期
的
に
は
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
太
田
次
男
に
よ
れ
ば
、『
三
教
指
帰
注
集
』
と
『
勘
注
抄
』
と
の
あ
い

だ
に
交
渉
は
な
く
、
敦
光
は
独
自
に
文
献
捜
索
を
お
こ
な
っ
た
ら
し
い ）

6
（

。『
勘
注

抄
』
の
出
典
探
し
に
『
三
教
指
帰
注
集
』
か
ら
の
転
引
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
く

な
っ
た
。『
宝
鑰
鈔
』
に
は
そ
の
よ
う
な
問
題
は
な
い
よ
う
だ
。

小
論
の
目
的
は
、
膨
大
な
注
文
い
ち
い
ち
に
つ
い
て
、
そ
の
出
典
を
究
明
す
る

こ
と
に
な
い
。
紙
幅
に
限
り
も
あ
る
こ
と
だ
か
ら
、
敦
光
の
利
用
し
た
類
書
を
確

言
す
る
徴
証
の
蒐
集
に
努
力
を
か
た
む
け
る
。

一
　
古
類
書
の
利
用

敦
光
に
博
引
が
可
能
で
あ
っ
た
わ
け
は
、
文
章
博
士
と
し
て
の
学
識
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
や
は
り
類
書
の
ご
と
き
編
纂
物
の
頻
用
に
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥

当
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
敦
光
が
複
数
の
類
書
を
併
用
し
て
い
た
こ
と
を
考
証
す

る
。
ま
ず
『
勘
注
抄
』
撰
述
に
参
照
さ
れ
た
類
書
を
三
節
に
わ
け
て
論
じ
る
。
つ

い
で
『
宝
鑰
鈔
』
に
見
え
る
類
書
の
引
用
に
つ
い
て
一
節
を
も
う
け
論
じ
る
。

（
一
）『
初
学
記
』
の
利
用

『
初
学
記
』
三
十
巻
は
、
唐
の
開
元
十
五
年
（
七
二
七
）
の
成
立
、
徐
堅
ら
が

皇
太
子
の
詩
文
作
成
の
た
め
編
ん
だ
類
書
で
あ
る
。
同
書
に
つ
い
て
は
、
挙
名
し

た
条
が
あ
る
。『
三
教
指
帰
』
上
巻
、
空
海
序
の
末
尾
「
臘
月
」（
古
典
文
学
大
系

本
八
六
頁
）
へ
の
注
で
あ
る
（『
勘
注
抄
』
巻
一
、
太
田
「
第
十
二
編
」
三
五
一

351



（ 1 ）

京都産業大学論集 人文科学系列 第 54 号 令和 3 年 3 月

要
　
　
旨

藤
原
敦
光
（
一
〇
六
三
〜
一
一
四
四
）
に
、『
三
教
勘
注
抄
』
と
『
秘
蔵

宝
鑰
鈔
』
と
の
二
著
が
あ
る
。
と
も
に
空
海
の
著
作
の
注
釈
書
で
、
空
海
の

用
い
た
語
彙
に
つ
い
て
、
そ
の
用
例
な
ど
を
漢
籍
に
博
捜
し
て
い
る
。
小
論

の
調
査
に
よ
っ
て
、
二
著
に
引
か
れ
た
多
種
な
漢
籍
の
少
な
く
な
い
部
分
が
、

原
典
か
ら
直
接
引
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、『
初
学
記
』
や
附
注
『
蒙
求
』

な
ど
の
類
書
か
ら
孫
引
き
さ
れ
た
も
の
と
判
明
し
た
。
こ
れ
ら
敦
光
の
参
照

し
た
類
書
は
、
お
お
む
ね
従
来
も
利
用
さ
れ
て
き
た
書
で
あ
る
。
学
界
の
第

一
人
者
た
る
敦
光
で
さ
え
そ
う
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
当
時
の
学
問
が
な
お
博

士
家
の
伝
統
の
範
囲
に
お
さ
ま
っ
て
い
た
一
証
と
考
え
ら
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
藤
原
敦
光
、
三
教
勘
注
抄
、
秘
蔵
宝
鑰
鈔
、
類
書
、
蒙
求

『
三
教
勘
注
抄
』
と
類
書

池

田　

昌

広

は
じ
め
に

白
河
鳥
羽
院
政
期
を
代
表
す
る
学
者
・
藤
原
敦
光
（
一
〇
六
三
〜
一
一
四
四
）

に
、
空
海
の
著
作
に
注
し
た
書
が
二
つ
あ
る
。『
三
教
勘
注
抄
』
六
巻
（
以
下
、『
勘

注
抄
』）
と
、『
秘
蔵
宝
鑰
鈔
』
三
巻
（
以
下
、『
宝
鑰
鈔
』）
と
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
『
三
教
指
帰
』『
秘
蔵
宝
鑰
』
の
注
釈
書
で
、
空
海
の
用
い
た
語
彙
に
つ
い
て
、

そ
の
用
例
な
ど
を
漢
籍
（
お
よ
び
若
干
の
和
書
）
に
博
捜
し
て
い
る
。
そ
こ
に
引

か
れ
た
内
典
外
典
の
お
び
た
だ
し
さ
は
、
文
章
博
士
を
歴
任
し
た
碩
学
の
名
に
恥

じ
な
い
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
引
用
が
す
べ
て
漢
籍
原
典
か
ら
な
さ
れ
た
と
は
信
じ

が
た
く
、
類
書
の
ご
と
き
編
纂
物
か
ら
の
孫
引
き
が
推
測
さ
れ
る
。

小
論
は
、
敦
光
が
利
用
し
た
類
書
に
い
か
な
る
も
の
が
あ
っ
た
の
か
、『
勘
注

抄
』
を
中
心
に
調
査
し
た
結
果
の
報
告
で
あ
る
。
果
た
し
て
、
諸
書
の
縦
横
な
引

用
を
可
能
に
し
た
秘
密
の
一
端
が
、
複
数
の
類
書
の
利
用
に
あ
っ
た
と
明
か
さ
れ
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